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平成２５年度 第２回東成区区政会議 会議録 

 

１ 開催日時  平成25年10月29日（火） 14時00分から16時45分まで 

 

２ 開催場所  東成区民センター 2階大ホール 

 

３ 出席者の氏名 

【委 員】 

  清水 弘(議長)、濵田 麗史(副議長)、市田 稔子、上田 利明、梅本 千代子、 

  岡本 秀男、小川 治海、貝本 實次、家門 昇次、北岸 佳子、桑田 泰彦、 

  五ヶ山 絹代、五嶋 キクヱ、小林 智恵子、小林 雄孝、澤 直美、塩田 保寿、 

  篠﨑 桂子、清水 正和、田中 英夫、田中 、辻 日出子、永田 久、 

  中野 寿夫、西村 良之介、野坂 万喜子、浜 信司、平座 チセ子、平田 芳男、 

  藤溪 達夫、舩津 一男、古山 治、増田 博、松井 克記、松山 正樹、 

  宮田 孝夫、吉田 五郎 

【市 会 議 員】 

岡崎 太 

【府 会 議 員】 

  岩谷 良平 

【東成区役所】 

森 伸人(東成区長)、久保田 信也(東成区副区長)、與那 敏雄(総務課長)、 

西山 明子(総合企画担当課長)、中浦 進(区政総括担当課長)、 

中川 隆央(まちづくり推進担当課長)、谷口 恭英(窓口サービス課長)、 

笹部 毅(保健担当課長)、大西 茂樹(生活支援担当課長)、中川 正己(保健福祉課長) 

 

４ 委員に意見を求めた事項   

  平成26年度東成区運営方針（素案）及び予算要求案について 

   

５ 議事内容（発言者氏名及び個々の発言内容） 

【與那課長】  皆様、大変長らくお待たせいたしました。 
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 本日は大変お忙しい中、東成区区政会議にご出席を賜りまして、誠にありがとうござい

ます。私は、東成区役所総務課長の與那でございます。本日の司会進行を務めさせていた

だきます。 

 ただいまから平成２５年度第２回東成区区政会議を開催いたします。 

 なお、現在４４人中３６名の委員にご出席をいただいております。したがいまして、区

政会議の運営の基本となります事項に関する条例第７条第５項の規定によりまして、この

会議は有効に成立しておることをご報告申し上げます。 

 お手元の資料の確認をさせていただきます。 

 まず、皆様方に事前にお配りしております資料でありますが、本日の会議次第、それと

別紙１「東成区区政会議委員名簿」、ホチキスどめをしております別紙２「区政会議につい

て」、横向きの図が記載されました別紙３「区長による新たな区関係予算の編成の仕組み」、

Ａ３版を折りたたんだホチキスどめの資料といたしまして別紙４「東成区運営方針（素案）」

となっております。お手元にございますでしょうか、皆様方。不備等がございましたら、

挙手をお願いしたいと思います。 

 よろしいでしょうか。 

 続きまして、本日、委員の皆様方に追加でお配りをいたしました資料につきまして、御

説明をさせていただきます。 

 まず、１枚目の当会議の配席図をめくっていただきまして、本日の会議次第がございま

す。 

 事前にお配りしておりました資料では、「３ 議事」の（２）のところが「平成２５年東

成区運営方針（素案）及び予算要求案」となっておりますが、これにつきましては、正し

くは「平成２６年度東成区運営方針（素案）及び予算要求案」でございます。大変恐縮、

申し訳ございませんが、差し替えをよろしくお願いいたします。 

 次に、「東成区運営方針（素案）」の様式１というものと、様式２というものがございま

す。 

 こちらにつきましては、中央下にページ番号を入れております。少し小さいですけれど

も、事前にお送りいたしましたＡ３資料の１ページ、これは両面刷りになっておりますの

で、その裏の８ページ、この１ページ、８ページの差し替えということになります。 

 経営課題の「５ 教育」の部分が、事前にお渡ししたときにつきましては、調整中という

ものがありましたけれども、その分を今回、今日です、記載したものをお配りしておりま
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すので、よろしくお願いいたします。 

 最後に今後のスケジュール（予定）を簡単に記載したものを追加でお配りしております。 

 こちらにつきましても不備等、ございませんでしょうか。資料は行き渡っておりますで

しょうか。 

 それでは、資料が整ったということで次にまいらせていただきます。 

 この区政会議につきましては、８月８日に第１回会議を開催しました。本日は、１０月

１日から２年間を任期とする新たな体制となって最初の会議になりますことから、委員の

皆様をご紹介させていただきます。 

 私のほうから、お手元にお配りいたしております名簿に沿いまして、所属団体名とお名

前をお呼びいたします。恐縮ですが、お名前を呼ばれた委員の方につきましては、誠に恐

縮ですが、ご起立をよろしくお願いいたします。 

 東成区地域女性団体協議会より、市田稔子様。 

 大成地域福祉連絡協議会、大成民生委員協議会より、上田利明様。 

 公募委員より、梅本千代子様。 

 今里まちづくり活動協議会、今里連合振興町会より、岡本秀男様。 

 東成区社会福祉協議会より、小川治海様。 

 片江地域協議会、片江連合振興町会より、貝本實次様。 

 東成区老人クラブ連合会より、家門昇次様。 

 東成区医師会より、川上朗様。今、ちょっとまだおみえになっておりませんが、後ほど

来られる予定となっております。 

 続きまして、北中道地域活動協議会、北中道女性団体協議会より、北岸佳子様。 

 東成工業会より、桑田泰彦様。 

 中道地域活動協議会、中道連合振興町会より、五ヶ山絹代様。 

 東成区食生活改善推進員協議会より、五嶋キクヱ様。 

 深江まちづくり活動協議会、深江連合振興町会より、小林智恵子様。 

 大成地域福祉連絡協議会、大成連合振興町会より、小林雄孝様。 

 東成区ＰＴＡ協議会より、澤直美様。 

 宝栄地域活動協議会、宝栄ネットワーク委員会より、塩田保寿様。 

 公募委員より、篠﨑桂子様。 

 東成区ＰＴＡ協議会、清水栄二様、本日欠席でございます。 
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 東成区地域振興会、清水弘様。 

 東成区花と緑の街づくり推進会、清水正和様。 

 片江地域協議会、片江連合振興町会より、田中英夫様。 

 大阪市コミュニティ協会東成区支部協議会より、田中 様。 

 公募委員より、辻日出子様。 

 北中道地域活動協議会、北中道連合振興町会より、德井一夫様、まだおみえになってお

りませんが、後ほど来られる予定になっております。 

 神路地域活動協議会、神路連合振興町会より、永田久様。 

 深江まちづくり活動協議会、深江連合振興町会より、中野寿夫様。 

 東成区青少年三団体連絡協議会より、西野功様。本日、欠席と聞いております。 

 中道地域活動協議会、中道連合振興町会より、西村良之介様。 

 東中本まちづくり活動協議会、東中本連合振興町会より、野坂万喜子様。 

 中本地域活動協議会、中本社会福祉協議会より、橋本輝枝様、本日欠席となっておりま

す。 

 神路地域活動協議会、神路連合振興町会より、浜信司様。 

 東成区体育厚生協会より、濵田麗史様。 

 東小橋地域活動協議会、東小橋連合振興町会より、平座チセ子様。 

 東成区ＰＴＡ協議会より、平田昌之様。現在のところ、まだお見えになっておりません

が、後ほど来られる予定になっております。 

 中本地域活動協議会より、平田芳男様。 

 東中本まちづくり活動協議会、東中本連合振興町会より、藤溪達夫様。 

 東成地区保護司会より、舩津一男様。 

 公募委員より、古山治様。 

 公募委員より、増田博様。 

 宝栄地域活動協議会、宝栄連合振興町会、松井克記様。 

 東成区商店街連盟連合会より、松山正樹様。 

 今里まちづくり活動協議会、今里ネットワーク委員会より、宮田孝夫様。 

 東小橋地域活動協議会、東小橋連合振興町会より、吉田五郎様。 

 東成防犯協会より米谷晴生様。本日欠席となっております。 

 それでは、開会に先立ちまして、区長からご挨拶を申し上げます。 
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【森区長】  委員の皆様、本日はお忙しい中、東成区区政会議にご出席いただき、誠に

ありがとうございます。平素は区政の推進に多大なご理解、ご尽力を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

 まず初めに、９月に懲戒処分を受けましたこと、処分により、区民の皆様に御迷惑をお

かけすることになりましたことを、心からお詫び申し上げます。深く反省し、区長として

の意識をより一層強め、信頼回復に努めるとともに、より一層、区政に力を注いで、東成

区の発展のために尽くしてまいりますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

 次に、もう１点でございますが、今回の区政会議は、年度で申し上げますと２５年度、

２回目の区政会議になりますが、前回の１回目の区政会議において、私より事実誤認によ

る誤った説明、発言がありましたのでご報告とお詫びを申し上げます。 

 パンジー運営委員会を解散させたと発言いたしました。パンジー運営委員会を区役所が

設置している会と誤認し、そのような発言をしてしまいましたが、パンジー運営委員会は

区民様、市民様による自主団体であり、行政が区民様、市民様の自主団体をもちろん、解

散させたりできるものではございません。事実誤認による発言をいたしましたこと、また、

パンジーを成り立ちから支えてきてくださったパンジー運営委員会の方々に、大変不快な

思いをさせてしまい、ご迷惑をおかけしましたことを心より、この場を借りてお詫びさせ

ていただきます。 

 さて、区政会議につきましてですが、この区政会議は条例に基づき設置されたものであ

り、区民の皆さんのご意見やニーズの把握、区政運営の参画強化を行っていただく重要な

場となっております。 

 １０月より新たな体制となり、東成区では各種団体や各校区の地域活動協議会からご推

薦いただいた委員の方々、さらには公募委員にご応募いただいた５名の方を含む、合計４

４名の委員の皆様にご就任いただいております。ありがとうございます。 

 本日は、平成２６年度の区の運営方針（素案）及び予算について、皆様のご意見をいた

だきます。この場でいただきましたご意見は、今後の区政運営の参考にさせていただくと

ともに、可能なものにつきましては、関係部署とも調整して、課題解決を図るように努め

させていただきたいと存じます。委員の皆さんには忌憚のないご意見をよろしくお願いい

たします。 

 簡単でございますが、開会にあたりましてのご挨拶とさせていただきます。 

 本日は、よろしくお願いいたします。 
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【與那課長】  次に、区政会議につきまして、中浦課長から簡単に概要を説明させてい

ただきます。 

【中浦課長】  皆さん、こんにちは。本日はお忙しい中をお集まりいただきまして、あ

りがとうございます。東成区役所の区政総括担当課長、中浦でございます。私のほうから、

区政会議について、簡単に御説明させていただきたいと思います。ちょっと座って説明さ

せていただきます。 

 区政会議につきましては、既にご存じの委員さんもいらっしゃるかと思いますが、今回、

新体制による初めての区政会議となりますので、改めて少し御説明させていただきます。 

 本年３月に区政会議の運営の基本となる事項に関する条例が制定されており、６月１日

に施行、規則も同時に施行されております。 

 これまで、市規則に基づき区政会議を設置してきたところですが、今回、条例化という

ことで全市的な統一基準をルール化するとともに、市民の代表者の議会において、そのル

ールを承認していただき、大阪市全体で認知されたものにするために条例化されたという

ことでございます。 

 委員の皆様には、９月末にご就任通知にあわせて条例のガイドブックをあらかじめお送

りさせていただいておりますが、その中から概要として１枚にまとめさせていただいてお

ります。 

 お手元にお配りしております別紙２というものでございますが、ここに区政会議という

表題がついておるかと思います。 

 まず、一つ目としまして委員の皆様から意見を聴取する事項につきましては、区の総合

的な計画に関する事項、将来ビジョンでありますとか、年度ごとに実施している施策、区

政、予算も含めましてその計画段階から意見をお伺いし、また実施した施策についての我々

が行う自己評価について、区役所の外部である皆さんからもご意見をいただくというよう

な仕組みでございます。 

 東成区の将来ビジョンにつきましては、昨年度、区政会議でもご意見をいただき、策定

しており、新たな区政会議委員の皆様にも、先ほど申し上げました就任依頼の通知にあわ

せまして送らせていただいているかと存じます。それをもとにしまして、毎年度、区運営

方針を策定していくこととなってございます。 

 本日は、来年度の区政運営方針を策定するにあたり、その計画段階において、皆様から

ご意見をいただく場として設定させていただいている次第でございます。 
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 別紙２の資料をめくっていただきますと、表があると思います。こちらのほうをご覧い

ただきたいと思いますが、この表の中央から右寄りに、翌年度運営方針という欄がござい

ます。 

 そこの下を見ていただきますと、１０月の欄に運営方針素案策定という記載がございま

す。吹き出しで全体会議と書いてございますけれども、そこのこの部分が本日行う開催の

会議の趣旨ということになってございます。 

 １枚戻っていただきまして、区政会議は区民等から多様な意見を聴取することが目的で

ございます。会議として１つの結論をめざすものということではございませんので、原則、

採決のようなことは行いません。 

 委員さんの定数や任期につきましては、２に記載しておりますとおり、任期は２年でご

ざいます。今日、お集まりの皆様は、この１０月１日から平成２７年の９月３０日までと

いうことの２年間ということでございます。 

 東成区の場合は、ただいま、皆さん、ご紹介させていただきましたとおり、公募の委員

さん含めまして、全４４名の体制で委員を構成しているというところでございます。 

 次に、３番でございますが、会議について。委員の皆さんに集まっていただく全体会議

は、年間２回程度を予定してございます。 

 また、本日の議題終了後に区長から説明をさせていただく予定でございますが、３つの

部会を設けて個別のテーマ、取り組みについてご意見をいただきたい部会を設置してまい

りたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 最後に、４番としまして議事の成立ですが、区政会議は委員の２分の１の出席で成立し

ます。 

 先ほど、司会からございましたように、本日も有効に成立しておるというアナウンスが

ございました。 

 以上、簡単ではございますが、区政会議の概要につきまして、説明させていただきます。 

 以上です。 

【與那課長】  ただいま、ご説明申し上げました中にもございましたけれども、１０月

の１日から新体制となったことに伴いまして、新たに区政会議の議長、副議長を皆様の互

選により、選出していただく必要がございます。 

 どなたか、推薦などありますでしょうか。 

【桑田委員】  今までの経緯から考えて、地域振興会の清水会長にお願いしたらどうか
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と。それとともに、濵田さん、今まで副議長をお願いしていました。そういうふうに思い

ますが。 

【與那課長】  ただいま、桑田委員様のほうから、議長といたしまして、地域振興町会

の清水弘様、清水委員、それと副議長といたしまして、濵田委員のご推薦がございました

けれども、委員の皆様方、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【與那課長】  ありがとうございます。 

 異議なし、拍手等がございましたので、それでは清水弘議長、濵田副議長、この２名の

方につきましては、今期２年間、任務のほうをよろしくお願いいたします。 

 そうしましたら、議長、副議長様、こちらのほうの前のお席に移動をよろしくお願いい

たします。 

 着席をされましてすぐで大変恐縮でございますけれども、清水議長様のほうから就任の

ご挨拶ということで、よろしくお願いいたします。 

【清水議長】  ただいま、推薦をいただきました清水でございます。 

 私はほんまに年でございます。こういう場で座長を務めるような人間でございませんけ

ども、いっぺん、推薦をいただきましたので、皆さんの意見を尊重しながら議長を務めて

いきたいと思いますので、ひとつ協力のほど、切にお願いを申し上げます。 

 簡単でございますけども、挨拶といたします。 

【與那課長】  続きまして、当会議の公開などについて、委員の皆様に決定していただ

きます、この案件について清水議長、よろしくお願いいたします。 

【清水議長】  それでは、当会議につきまして、規定によりまして公開することになっ

てございます。ひとつ、ご了承をお願い申し上げたいと思います。 

 また、委員の皆様には、当会が公開の場であることをかんがみ、個人情報を含む発言に

つきましてはご注意くださいますよう、お願いいたします。 

 続いて、傍聴者の皆さんにお願いをいたしたいと思います。写真撮影、録画、録音を行

うことを認めてはどうかについては、発言する際の気が散るような行為になったら困りま

すので、議事運営に支障があると思いますので、写真撮影、録画、録音はこの会議に入り

ましたらそういうことがないように、ご注意をしていただきたいと思います。 

 報道関係につきましても、社会的に重要な役割を果たしていることから、一般の傍聴者

のほうと同じく、冒頭のみ、自由な撮影を認め、議事に入った後は所定の位置のみで認め
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ることといたします。議事の中で個人情報の発言があった場合はご配慮いただくものと存

じますので、あわせてお願いをいたします。 

 それでは、傍聴者の皆さんにつきましては、写真撮影や録画、録音など行う場合、この

後、事務局よりの説明もあろうと思いますので、ご理解あるご協力をお願いいたしたいと

思います。 

【與那課長】  ありがとうございます。 

 区政会議は、議長に進行していただくことになっておりますが、引き続き私のほうから

会議の進行にあたっての注意事項を何点か申し上げます。 

 会場にいらっしゃる皆様にお願いをいたします。携帯電話は電源をお切りいただくかマ

ナーモードにしていただき、この部屋の中での通話はご遠慮くださいますよう、よろしく

お願いいたします。 

 次に、傍聴人の方々にお願いをいたします。私語をご遠慮いただきますとともに、やじ

など議事の妨げになる行為はご遠慮いただきますよう、よろしくお願いを申し上げます。

区役所が議事の妨げになると判断した場合におきましては、ご退室願うこととなりますの

で、あらかじめお断りさせていただきます。 

 また、委員及び傍聴人など、この場にいらっしゃる方々全員にお願いがございます。先

ほど議長から写真撮影等についてのお願いがありましたが、区役所で記録を残しておくた

め、広報担当者を決めておりますので、会議中の撮影につきましてご了解をいただきたい

と存じます。また、本日の会議内容は、後日議事録を公開する必要があることから録音さ

せていただいておりますので、あわせてご了解をいただきますよう、よろしくお願いいた

します。 

 なお、ここから先は、先ほど議長からお願いがありましたとおり、傍聴人の皆様には写

真撮影や録音などをご遠慮いただきますようよろしくお願いを申し上げます。 

 報道機関の方は、所定の位置で写真撮影や録音等をされますよう、よろしくお願いいた

します。 

 それでは、ただいまから本日の議題に入ってまいりたいと存じます。 

 清水議長、進行をよろしくお願いいたします。 

【清水議長】  それでは、本日の議題でございます平成２６年度東成区運営方針及び予

算要求案について審議をいたします。 

 委員の皆さんには事前に書類をお配りしておりますので、内容等はお読みになっている
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ことと思いますが、ただいまより役所のほうより説明をお願いいたします。 

 これ、誰がするんですか。どうぞやってください。 

【森区長】  では、はじめに本日の会議の位置づけについて、改めてご説明させていた

だきます。 

 条例において、区長は区内の基礎自治に関する施策を実施するにあたり、区政会議にお

いて立案段階から意見を把握し、適時、これを反映させることとなっております。 

 本日は、１１月１５日に公表予定の平成２６年度、来年度の東成区運営方針素案及び予

算を作成するにあたり、現時点の案をもとに皆様のご意見を伺う場でございます。 

 お配りしている運営方針素案、別紙４をご覧ください。大きなＡ３版をたたんであるも

のでございます。別紙４をご覧ください。 

 こちらの別紙４は、資料の右上にも記載がございますように、１０月２４日時点での資

料になっております。大阪市全体で調整中のものもあるため、一部事業等については調整

中と記載させていただいております。予算の算定見込額についても、あくまで現時点のも

のです。したがいまして、１１月１５日に素案として公表するまでに、本日、皆様からい

ただくご意見や区役所内部の調整によって内容については当然に変更していくものとなり

ますことを、あらかじめご理解いただきたく存じます。 

 続いて、予算編成の仕組みについて、お手元の、次は別紙３をご覧いただけますでしょ

うか。Ａ４版の横の図になっているものでございます。 

 この図に基づき、簡単にご説明させていただきます。 

 頭に、区長による新たな区関係予算編成の仕組み、イメージ図と書いてあるページでご

ざいます。 

 これまでは、左側にありますように区役所予算に加えて、各局が区ごとに事業予算を配

分するという２４区画一的な縦割りの予算となっておりました。 

 これを、今年度からが点線の右側になりますが、今年度の予算からは、これまでの２４

区画一的な縦割りをやめるために、まず、区にかかる予算を１つにまとめ、それが人口や

道路面積、公園面積などに基づき財源枠として配分される方法になりました。 

 区長は、この財源枠の中で、総合的な施策展開のための予算を編成します。 

 その際、前年度事業の継続を前提とせず、区の特性や地域の実情に応じた新規事業の企

画や、既存事業の見直し、再構築を行います、こういうふうになってございます。 

 続きまして、平成２６年度、来年度の予算の配分額に関しまして、ご説明させていただ



 

－11－ 

きます。 

 資料は配付してございませんけれども、大阪市の財政につきましては、１０年間は毎年、

約５００億円の通常収支不足が見込まれるとされていましたが、持続可能な市政、区政と

なるよう、子どもたち将来世代に負担を先送りすることのないようにと、市政改革によっ

て、今年度は３６０億円の不足となりました。そして来年度、２６年度は３００億円以下

の不足にしようとしているところでございます。 

 このような認識のもと、大阪市全体の所要一般財源は、来年度、消費税率の改正なども

あり、今年度は９,５６６億円に対しまして、来年度、平成２６年度は９,４９０億円とな

り、７６億円の減と厳しいものになっております。 

 そのため、東成区の配分額としましても、平成２５年１０月２４日現在ではございます

が、区長の裁量により事業等を決定して使用できる経費、区長自由経費は、平成２５年度

２億１,５００万円に対しまして、来年度、平成２６年度は２億３００万円となっており、

１,２００万円の減となっております。 

 このように非常に厳しい状況の中、東成区として事業等を実施していくことになります

ことをご理解いただき、ご意見を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 続きまして、運営方針について早速、ご説明に入らせていただきたいと思います。 

 先ほどもご覧いただいた別紙４の様式１をご覧くださいますでしょうか。こちらに沿っ

てご説明申し上げます。 

 初めに、私のほうから区の目標と、区政運営の基本的な考え方について、ご説明させて

いただきます。 

 まず、区の目標、めざすべき将来像についてでございますけども、人も財政も持続可能

な幸福度の高い、基礎自治のモデルを構築。区民それぞれが未来に希望を持てるまち。多

様な区民が、地域経営や区政に参画し、生きがいを感じ、安全・安心でいきいきとした場

所、こういう将来像を区の目標としたいと考えております。 

 そして、区の使命としては、目標の実現のために、東成区としてどのような役割を担う

かについては、区民のニーズや地域活動情報を一元的に把握して、多様な区民様が地域経

営や区政に参画できるようにする。区民の日常生活の安全・安心を担う総合拠点として、

区民様が利用しやすい便利で親切な区役所とする。目標とするまちを支え、実現すること

に喜びを感じる職員の育成。以上のように考えております。 

 次に、平成２６年度区運営方針の基本的な考え方、区長の方針。 
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 そのために、じゃ、どのように経営課題を設定し、取り組むのかという区政の基本的な

考え方、区長の方針でございます。 

 まず、区民様が大きな公共を担う区民主体の自律的な地域社会の実現をめざすとともに、

区民様と区役所の協働をさらに進め、共助中心の社会構造としていくことで、より細やか

に多くの区民様に必要とされている防災や福祉等をめざしていく。 

 多様な区民様による人も財政も持続可能な基礎自治を実現するため、暮らしの共助ポー

タルサイトや、区の事業の民間委託、ＣＢ／ＳＢ等の支援により、区民様間で情報・資金

が流通する仕組みの実現に向けた取り組みを進めます。 

 区民が主役の東成区を、区民様とともにつくっていくため、多くの区民様の声が届く仕

組み、区民様参加の区政の仕組みを定着させ、区民満足度の向上に取り組みます。 

 これらを掲げさせていただきます。 

 以上について、私のほうから平成２６年度区政運営の基本的な考え方として、説明させ

ていただきました。 

 引き続き、これらを実現していくための具体的な取り組み等について、区政総括担当課

長の中浦のほうから説明させていただきます。よろしくお願いします。 

【中浦課長】  引き続きまして、私のほうから、平成２６年度の運営方針（素案）につ

いてご説明させていただきますが、その前に本日、お配りしております今後のスケジュー

ル予定という１枚物、Ａ４縦でお配りさせていただいているかと存じますが、こちらをち

ょっとご覧いただければと思います。 

 よろしいでしょうか。 

 先ほど、区長のほうからもありましたように、この運営方針（素案）につきましては、

現在、策定途上のものを委員の皆様からご意見をいただき、この日程どおり、１１月１５

日に素案として公開していく予定のものでございます。 

 今後の日程につきましては、資料に記載のとおり、１１月１５日以降、予算素案につい

て財政局や市長ヒアリング等を経て、素案から案として固めてまいり、その間、修正が入

ってくるということでございます。 

 最終的には、年度末に予定されております市会に諮られまして、確定していくというこ

とになってございますので、ご了承のほど、よろしくお願いいたします。 

 また、区政運営方針にも関わる事項の予算等において、先ほどもございましたように、

現段階で未確定となっている案件もございます。これについては、大阪市全体として議論
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されているものもございまして、本日、お示しできないものもございますことをあわせて

ご了承をいただきたく存じ上げます。 

 委員の皆様には、今後、節目において修正版を送付するなどでご報告はさせていただき

たいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、先ほど区長のほうから説明がありました平成２６年度の区政運営の基本的な

考え方を受けまして、私のほうからその実現に向けての具体的な取り組み等を説明させて

いただきます。 

 ２６年度の運営方針につきましては、昨年度策定しました東成区将来ビジョンに沿った

形で、経営課題を設定してございます。 

 将来ビジョンは大きく６項目に分けておりますが、運営方針ではそのうち、安全・安心

を防災と防犯に、保健福祉を保健と地域福祉に分けさせていただき、計８項目の経営課題

として設定させていただいております。 

 ご説明につきましては、本日、差し替えさせていただいております資料の様式１により、

行いたいと存じます。 

 様式１につきまして、本日、差し替えをさせていただいておりますけれども、この分に

つきましても、１０月２４日現在というような形で、記載のほう、させていただいてはお

りませんけれども、そのような取り扱いでよろしくお願いしたいと存じます。 

 それから、基本的にはこの様式１でご説明をさせていただきますが、めくっていただき

ますと様式２で、一番最後に様式３とございます。この中の、様式２から３の中の概要と

いうことで、様式１に重要な部分、概要版としてまとめさせていただいている次第でござ

います。 

 ちょっと、役所の様式で大変見づらくて、皆様には見づらくて恐縮ではございますけれ

ども、見方としましては、先ほど言いましたように様式１は概要版でございます。 

 その様式１に挙げているものを含みまして、経営課題について、詳細に取り組む内容で

ありますとか、めざす成果、２６年度はどのような業績目標を掲げるのかというものを、

様式２に詳しく記載をさせていただいております。 

 例えば、様式２の分ですけども、２ページをご覧いただきたいと思っておりますが、よ

ろしいでしょうか。 

 一番左の端に経営課題と記載してございます。これは、めざすべき将来像に対して今、

何が課題となっているのかということで、このページにいきますと、地域力という経営課
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題に対して、めざすべき将来像と現状、そして要因分析、現状データから導かれる分析結

果です。要因分析を行って課題を出しているというようなつくりでございます。 

 その隣の欄でございますが、これはめざす成果及び戦略ということで、課題に対して数

年後、どのような状態をめざしていくのかということを記載してございます。 

 めざす成果の中でめざす状態と、そのアウトカム、いわゆる指標となるようなあるべき

姿の数値化したようなものの目標でございますけれども、これをアウトカムとして出させ

ていただいております。それにあたっての戦略という形で記載をさせていただいておりま

す。 

 これが、数年後のめざす成果を記載している欄でございます。 

 その横の、また右、ちょうど真ん中あたりにありますが、具体的取組ということで記載

をさせていただいております。これが、平成２６年度の取り組む内容ということでござい

ます。 

 取り組む内容を記載して、下には平成２６年度の今現在、算定している予算額を記載さ

せていただいているところでございます。 

 なお、調整中と記載しておりますのは、まだ決まっていないというようなところでござ

いますので、申し訳ございませんけれどもよろしくお願いいたします。 

 その横に業績目標ということで、来年度、どのような目標が達成をめざしていくのかと

いう欄は、平成２６年度の業績目標としての欄でございます。 

 その横の前年度までの実績、ここは前年度ですので、これは平成２６年度の運営方針で

ございますので、２５年度、また途中でございますけれども、本年度までの実績をここに

記載していくというような見方になります。 

 最後に、市政改革プランということで、大阪市が市政改革ということでプランを立てて

おりますけど、それとの関連性ということで記載をさせていただいているということで、

ちょっと皆様、初めて見られる方も多いとは存じますけれども、ちょっと見づらいところ

はご容赦いただきたいと思っております。こちらは、大阪市の統一した様式でございます

ので、こちらでご説明をさせていただくということでよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、具体的に、様式１のほうをちょっとご覧いただきたいんですけれども、上段

から３段目になりますけれども、重点的に取り組む主な経営課題、様式２ということで、

先ほど言いましたけれども、様式２に詳細なことは書いてございますけれども、概要版と

いうことで説明をさせていただきます。 
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 経営課題の１番でございます。 

 地域力ということで、地域コミュニティの継続・発展のため、より多くの区民が参加、

参画できるように、より一層開かれた組織運営の地域コミュニティづくりを進めることが

必要である。 

 また、区民による課題解決のための活動の発展に向け、人・モノ・金・情報が流通する

仕組みが必要であると。 

 これに対する主な戦略でございます。右側になります。１－１ということで、戦略を立

てております。 

 「１－１ 区民主体の地域経営の仕組みの構築」。 

 地域活動の活性化に向け、具体的な活動内容は地域に委ねるなど、実情を踏まえた予算

支援体制を構築する。 

 これに対する主な具体的な取り組み、２６年度の取り組みと予算算定額でございますが、

「地域活動協議会に対する財政的支援」としまして、これは算定額につきましては、ただ

いま調整中でございます。 

 内容につきましては、準行政的組織として機能する地域活動協議会に対して、活動内容

を指定せず、地域活動協議会に委ねる財政的支援を行うことで、民主的で開かれた組織運

営と会計の透明性を確保しながら、自律的な地域運営を促進し、地域コミュニティの機能

を向上させてまいります。 

 ２つ目の戦略としまして１－２、左から２つ目の欄に戻っていただくんですけれども、

１－２として、「多様な協働による地域活動の活性化」としまして、区役所としてつながり

の機会をプロデュースしたり、区民主体の区民同士のつながりづくりや、まちづくり活動

の機会を支援する。 

 それに対する主な具体的な取り組みといたしまして、「１－２－１ 区民による公益的

活動の創出・発展支援事業」としまして、２６年度算定見込みとして４２５万円というこ

とでさせていただいております。 

 地域活動協議会をはじめ広く区民・企業等の公益的活動の創出・持続を支援するととも

に、人・モノ・情報などの地域資源が集まり、交流する仕組みの構築や提案制度の活用に

より、新たな地域資源や価値の発掘・創出を促進し、官民協働によるまちづくりの一層の

活性化をめざしてまいりますということとしております。 

 詳細につきましては、先ほど申し上げましたように、それぞれ２ページ目と３ページ目



 

－16－ 

に来年度の業績目標等、記載をさせていただいてございます。 

 ちょっと省略はさせていただきますが、次、まいらせていただきます。 

 経営課題の２でございます。 

 「安全・安心」ということで、１つは防災でございます。 

 職員の災害対応力の向上を図るとともに、長期の避難所運営を想定した取り組みを強化

して、避難所が自主運営できるような体制を構築する必要があると思います。 

 主な戦略としまして、「２－１ 安全・安心なまちづくり（防災対策）」と。地域・避難

者による自主的な避難所運営を進めるため、その基盤となる区民全体の意識の向上にむけ

た防災啓発を強化する。 

 それに対する主な具体的取組でございますが、２６年度の取り組みでございますが、２

－１－１としまして、「防災対策事業」、算定見込みとして１７３万５,０００円を見込んで

おりますけれども、地震や風水害等の災害が発生した場合を想定し、防災関係機関及び区

民等が区役所職員と一体となって総合的な防災訓練（初期初動・避難所開設・運営等）を

実施し、災害等における応急対策の強化を図るということでございます。 

 これの詳細につきましては、５ページ目をご覧いただくことになろうかと思います。 

 続きまして、経営課題の３でございます。 

 「安全・安心（防犯）」ということでございます。 

 子ども被害事案や街頭犯罪事案の発生が多い時間帯、場所等を把握して犯罪事案の見え

る化を図り、効果的な犯罪の抑止活動を行う必要があるということでございます。 

 これに対する戦略でございますが、「３－１ 安全・安心なまちづくり（防犯対策）」と

しまして、犯罪事案の見える化により、区の防犯活動や地域での自主防犯活動を効果的に

行うとともに、事案発生情報の即時共有など、警察等関係機関と区役所の連携体制を構築

していくとしております。 

 それに対する２６年度の具体的な取り組みでございますが、３－１－１といたしまして、

「地域安全対策事業」、算定見込み１４３万７,０００円でございますが、地域、関係団体、

医療機関、学校などとの連携強化や、実践的な子ども防犯教室の実施等、子どもや区民の

犯罪対応能力の向上を推進することで危機管理体制の充実を図ってまいりたいというふう

に考えてございます。 

 こちらは、６ページのほうに詳細を書かせていただいております。 

 続きまして、経営課題の４でございます。 
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 「子育て」。地域社会全体で子育て中の保護者を支援していくなど、安心して子育てでき

る仕組みを構築していく必要がございます。 

 これに対する戦略でございますが、４－１といたしまして、「子育て不安を軽減し、安心

して子育てできる取り組みの充実」をということでございます。 

 孤立しがちな子育て家庭を支援する相談窓口や情報提供の充実に向け、子育て中の保護

者、地域、関係機関とのネットワークづくりを進めてまいります。 

 これに対する２６年度の具体的取組でございます。『「子育てサークル」ネットワーク構

築支援事業』といたしまして、算定見込みについては現在、調整中でございますが、内容

につきましては、各校下の「子育てサークル」や子育て支援機関との連携により、子育て

の不安や負担感を軽減し、子育てにやさしい東成区をめざしてまいりたいと思っておりま

す。 

 次に、経営課題の５としまして、「教育」でございます。 

 地域・家庭・学校が連携し、より一層、地域、家庭の子どもの育み力と学校を支援する

ことにより、子ども達の成長を支える仕組みづくり等が必要であると。 

 主な戦略といたしまして、「５－１ 教育コミュニティの発展、学校と区役所の連携」。

はぐくみネット事業の活性化と発展を支援するとともに、ＰＴＡ、地域活動協議会に対し

て、学校支援の活動や仕組みづくりを支援する。 

 これに対する主な２６年度の具体的な取り組みといたしまして、「５－１－１ はぐくみ

ネットを核とした学校支援のネットワークの活性化支援」、これも算定見込み額調整中でご

ざいます。 

 地域活動協議会、はぐくみネット事業の活動者、ＰＴＡ等と連携・協力して、地域・家

庭の子ども育み力を高めるとともに、学校支援の活動や仕組みの充実、発展を図ってまい

ります。 

 次に、経営課題６でございます。 

 「保健」。健康寿命の延伸のため、がん検診をはじめとする各種健診の受診率のアップと

ともに、生活習慣病対策の意識啓発を推進する必要がございます。 

 これに対する戦略といたしまして、「６－１ 健康づくりの推進」といたしまして、がん

をはじめとする生活習慣病対策には、運動・栄養・禁煙・アルコール等の生活習慣の改善

が必要なため、地域健康講座を展開してまいります。 

 主な２６年度の具体的な取り組みでございますけれども、６－１－１といたしまして、
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「住民とともに考える健康づくり」、算定見込み１３９万９,０００円でございます。 

 地域において、生活習慣病にかかる情報発信を行うとともに、地域関係者と協働して健

康づくり教室に取り組んでまいります。 

 続きまして、「地域福祉」、経営課題７でございますが、互いに支え合いながら、健やか

で心豊かなくらしを創造できるよう、東成区の特性に応じた、高齢者や障がい者等を地域

で支える仕組みを構築する必要がございます。 

 それに対する戦略でございますが、７－１といたしまして、「高齢者・障がい者等支援セ

ーフティネットの構築」といたしまして、地域福祉活動と十分な連携を図った高齢者や障

がい者等のセーフティネットの構築を進めることにより、公私協働による総合的な保健福

祉の取組みを推進してまいります。 

 ２６年度の主な取組でございますが、７－１－１といたしまして、『「おまもりネット事

業」を活用した高齢者・障がい者等支援セーフティネット構築事業』、算定見込みがこれも

調整中でございます。 

 内容につきましては、地域福祉活動サポーターを各小学校下に配置して「おまもりネッ

ト事業」等の地域福祉活動の支援業務を委託し、区民主体のセーフティネットを確立する

とともに、有償ボランティア活動も含めた区民ボランティア意識の醸成と、新たな担い手

の発掘をめざしてまいります。 

 続きまして、経営課題８でございます。 

 「区役所力の強化」というところでございますが、区民の意見やニーズ、あるいは評価

を区政に反映させるとともに、区民ニーズに即した的確な情報発信を行う必要があると考

えております。 

 主な戦略でございますが、８－１といたしまして、「区民の区政参画、区政評価の仕組み

の構築」といたしまして、多様な区民の意見や評価を区政に反映させるとともに、区民の

意見や評価が区役所に届いていると感じてもらえるよう積極的な情報発信を行う。 

 ２６年度の主な具体的取組でございますが、８－１－４といたしまして、「地域担当制の

充実」、これは予算がございませんが、区政のさまざまな分野において、地域の実情を把握

した上での業務遂行が必要であることから、区役所の全職員が地域を意識する土壌を醸成

するということでございます。 

 以上が、経営課題８つの主な概要でございます。 

 その下段でございますけれども、様式３といたしまして、「ムダを徹底的に排除し、成果
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を意識した行政運営に向けた取組」ということでございますけれども、主な取り組みとい

たしまして、生産性の向上というのを今もやっておりますけれども、今後も引き続きやっ

ていくということで考えてございます。 

 取組内容でございますが、民間で取り組まれている５Ｓというのが、整理・整頓・清掃・

清潔・習慣化、頭文字がローマ字にしますとＳになりますので、これをとりまして５Ｓと

言っておりますけれども、民間で取り組まれているこの５Ｓ等の生産性向上の手法を取り

入れ、業務の改善に取り組み、職場のムダ・ムラ・ムリを削減することにより事務処理の

効率化を図ってまいりたいと考えております。 

 ざっと概要につきましてご説明差し上げましたけれども、それぞれの経営課題について、

非常に簡単な説明でございますけれども、その詳細な内容につきましては、先ほども申し

上げましたとおり、次のページから様式２において記載をしております。 

 また、戦略については、例えば経営課題１では、戦略は２つ※１ございます。具体的な取

組についても、そのほかに３件※２ございますんで、一部調整なものもございますけれども、

他の取組等も記載をしておりますので、今回につきましては省略をさせていただきますけ

れども、このような内容で来年度、次年度には取り組んでまいりたいと考えております。 

 大変、雑ぱくではございますけれども、以上、私からの説明とさせていただきます。 

 よろしく、ご意見のほう、いただきたいと思います。 

【清水議長】  ただいま説明がございましたけれども、項目１から８で、何か質問がご

ざいましたら、お願いをいたしたいと思います。 

 もし発言される場合は、えらいすいませんが、今日、ここから名札がわかりませんので、

氏名だけよろしくお願いいたしたいと思います。 

 はい、どうぞ。 

【浜委員】  神路の浜と申します。 

 運営方針の１番のところに、幸福感と安全・安心というのがうたってありますけど、も

う少し具体的に内容があればいいと思います。ただ言葉だけではきれいな言葉ですけれど、

どういう、具体的に幸福感というのが、何を基準として考えられておるのか、説明、お願

いいたします。 

                             
※１ 様式1の概要版には、経営課題1の代表的な戦略を2つ記載していますが、詳細版である

様式2には、経営課題1について４つの戦略があります。 
※２ 様式1の概要版には、戦略１の代表的な具体的取組を1つ記載していますが、詳細版で

ある様式2には、戦略1について3つの具体的取組があります。 
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【森区長】  私、お答えさせていただきます。 

 今、全国の自治体の中では、国民、市民の幸福度を上げる自治をめざすということが進

んでおります。そちらのほうもまだ研究が各自治体のほうで進んでいる段階でございまし

て、ある地域、例えば新潟のほうでは、具体的に、半径何キロメートル以内に、子どもの

施設が、幼稚園が幾つあるとか、そういう指標もつくっているということで、段階でござ

いますが、そういう段階の中であえて、東成区として幸福度ということを言葉の中で設定

させていただいているわけでございますが、具体的に今、ご意見がありました指標という

ものはまだない状態でございます。 

 ただ、こういう区民様の幸福度というのは、納得感と言うんですかね。生きていること

の納得感、そのベースには安全・安心に日々暮らせているという環境があるということが

あると思っています。 

 このことをもとに目標値として、漠然としたことになっておりますけれども、言葉上で

目標として設定することによって、取り組む課題の中では防災・防犯ですとか、特に東成

のメーンのことでさせていただいていることは、「おまもりネット事業」を核にするという

のは、セーフティネットづくりというのを強い目標とさせていただいている次第でござい

ます。 

【清水議長】  今の答弁でよろしゅうございますか。 

【浜委員】  今から検討されて、それだったら区民に数値を徹底していただかないと、

言葉だけで幸福度というのは、その人、その人の度量によって変わりますんで、その点、

よろしくお願いします。 

【清水議長】  ほかに何か。はい、どうぞ。 

【貝本委員】  片江の地域活動協議会の貝本でございます。座らせていただきます。 

 経営課題の２番に安全・安心、防災というところがあるんですけども、２－１－１ 防

災対策事業算定見込み額１７３万５,０００円という数字が出ていますんですけども、この

積算根拠を示していただきたい。 

【中川（隆）課長】  いつもお世話になります。まちづくり推進担当課長の中川でござ

います。 

 ただいま、ご指摘のありました１７３万５,０００円の内訳でございますけれども、現在

の予算要求の予定の段階ですけども、大きく言いますと、消耗品とかいろいろ積み上げた

段階ではございますけれども、震災訓練の関係の消耗品、それから備品、支援用品という
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ことで、約８０万円ほどになります。それから、防災マニュアル等の印刷代等の製本費で

す。こちらのほうも計上しておりまして、それが約５０万円ほどになります。それから、

避難所の運営支援ということで、避難所が長期化するようなことも十分想定をしていかな

あかんという考えを持っていまして、そのような避難所を運営という形でやっていくため

の、サンプル的な支援用品の計上をしております。 

 数字が、非常にええかげんで申し訳ないんですが、消耗品等、いろいろ積み上げまして

の１７３万５,０００円という数字になっております。よろしいでしょうか。 

【貝本委員】  その考え方はよく理解できるんですけども、おっしゃたように避難の長

期化という考えをあわせて、各小学校が一時避難所になっておるということで、まずは体

育館が指定されるというケースがほとんどです。体育館へ避難をされて、床に敷く備品が

全くないと。 

 各小学校、私が知っている範囲内では、２００人分ぐらい、２００枚ぐらいの毛布等々

があると聞いておりますが、床に敷くマットすら何もないと。 

 これ、区によっても考え方が違って、連合によっても考え方が違って、フロアマットみ

たいなのを用意しはる連合も、ほかの区であれば、いろいろ格差が出てくるという問題が

あると思うんですけども、おじいちゃん、おばあちゃんが避難されたときにも、この間も

伊豆大島の避難所を見ても、寒かったのか、床があれやから、敷くものがなくて結局毛布

を２枚重ねにしておられたり、テレビで見てたんですけども、それは大阪市全体のことも

考え合わせて考えると難儀やなと。 

 防災のことについても、そこだけピックアップして取り上げても、なかなか今、大阪市

自身も予算のこともあってなかなか前へ進まんことがいっぱいあると思うんです。これを

ちょっとずつ充実させて１７３万５,０００円ですか、こんなものでは問題外の数字やと思

います。もっと大阪市、十分出して、万が一のことを考えて、市民のことを考えて予算化

すべきだと思うんですけども、いかがでしょう。 

【中川（隆）課長】  すいません、引き続き中川でございます。 

 非常に貴重なご指摘かと思っております。 

 大阪市の防災備蓄基本計画では、上町断層地震を想定して、３４万人避難という想定を

しております。３４万人を一応の基本に、水缶が１日１人３リットル的な水の備蓄とか、

それから、アルファ米的な１日２食ということの備蓄を進めている中で、一応、毛布につ

きましては３０万枚、３４万人想定で大体約１人の毛布ということで、ブルーシート的な
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ものが１２万ということですので、大体２.５人世帯というような考え方です。１世帯に１

枚のブルーシートというような形です。 

 ご指摘のブルーシート、床については非常に、ご指摘のとおりで、寒いさなか、あの床

でブルーシート１枚で何の遮断になんねんということはございますけれども、まずはその

ブルーシートで避難所での対応ということになると思います。 

 それから、先ほど言いましたように、避難が長期化するようなことに対しましては、長

期化、２週間、３週間という避難所生活を想定した備蓄物資の配置というのは、これはど

この自治体もそうだと思います、基本的には非常に困難に思われます。備蓄の格納の問題

ももちろんありますし、例えば期限の問題とかそういうことがございます。 

 基本的には大阪市としては、発災後３日間の緊急的な避難を想定をしておりまして、そ

れ以後につきましては、いろいろな救援物資等の活用を基本に考えておるところでござい

ます。 

 ただ、委員ご指摘のそもそもそんなのでええのかというとこらへんにつきましては、我々

区としましては、日々震災訓練なんかを地域の皆さん、活動して取り組んでおられる場面

を間近に見ておりますので、非常に不十分であるという考えは担当としては持っておりま

す。 

 東成区独自で、今まで東成区の赤十字奉仕団とか、地域振興会のご協力で、各校下ごと

にいろんな特色のある配置をしていただいておりますこともありますし、東成区としても

今後、今回、先ほど申し上げましたように来年度の予算で、運営というような意識が少し

でも刺激をできるような支援用品というようなことも想定をしております。少しずつです

けれども、いろいろな物資につきましては充実をさせてまいりたいと思っております。 

 また、機会のあるたびに、大阪市の危機管理室のほうにはこういったことは声として挙

げておりますので、今のところはそんな現状でございます。 

【貝本委員】  よくわかるんですが、私、大阪市の規格葬儀取扱指定店組合の副組合長

をやっていまして、大阪市と直に災害協定を結んでいろんなことをやっている立場である

ので、こういうふうに言えば、どこまで話が進むみたいな駆け引きもよくわかっておるん

ですが、なかなか危機管理室、動いてくれないということもあります。 

 これ、区の予算並びに各地活協へ予算をおろされるんですけども、東成区１１校下でも、

防災のことに関して、災害のことに関しても、１１校下横並びで一斉に取りかかることを

考え合わせると、なかなかそこまでいっていないと。突出して頑張ってやってはるところ
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もあれば、例年の行事やからやろうかということをやってはる小学校校区もあるわけです。 

 だから、結局、予算のかけ方が先々変わってくると。地活協の予算のかけ方も変わって

くるやろうなというふうに考えます。 

 ある程度の線までアドバイスを、区役所から、区がされて、よその校下はここまでやっ

てはりますよと。もちろん、お話はしていると思うんですけども、実際、そういうのを見

ていただくなり、何なりして、危機感をちょっとあおるというと変な言い方なんですけど

も、養っていただけたら一番いいんやないかなというふうに思っております。 

 それと、感染症の問題もありますので、大阪市の感染症のガイドラインを見ますと、一

義に感染した方に関しては指定の病院に収容して、亡くなったらきちっと消毒して遺体袋

に入れるということもきっちり書いてあるわけです。それも突いていくと全く用意してい

ない、ゼロなんやと。 

 うちの組合は、組合のことを言うて何ですねんけども、絶えず４,０００枚ぐらいは用意

しています。この間も、おととしでしたか、インフルエンザがはやったときに市の保健の

ほうと話して、それを供出しましょうよということで話はついているんですけども、そう

いうことも考え合わせて、区ももうちょっと危機感持っていただいて、市のほうへいろい

ろ要望を出していただきたい。 

 議員も来られていますので、そういうこともちょっと言っていただいたらいいのと違う

かなと思います。 

【中川（隆）課長】  今の、何か。よろしいですか。 

【清水議長】  ほかに何か。 

 どうぞ、中野さん、言ってください。 

【中野委員】  深江連合の中野でございます。 

 最初、局と区の目標を掲げられておりますけれども、私、連長を４年間やりまして、誰

がこの仕事をするんやという大きな疑問を持っております。 

 大きな目標はありがたいですけれども、というのは、まちづくり活動協議会とイコール

区と僕は考えておるんですけれども、その辺がうまくつながっていないやと僕は理解し、

思っているんです。 

 ということで、表を上げないとこれは誰がやるんやという大きな不安を持っております。 

 私たちは、やろうとする姿勢は持っているんですけれども、区役所がどこまで我々に援

助してくれるもんやということで、この一番下です。８－１－４ということで、地域担当
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制の充実と書かれております。 

 私は、この素案についてまだまだ深く理解はしておりませんので、質問がベターなのか

どうか、マッチしているのかどうか、私はわからないんですけれども、私の今持っている

疑問点におきまして、区役所と地域がどれだけコラボしながらやっていくんかという大き

な疑問を抱えております。 

 深江連合におきましては、何とかやろうやないかという姿勢を持っておりますけれども、

各連合におきまして地活協に大きく疑問を持っておられる連合が多いんじゃないかと思っ

ております。この辺をひとつ、お答えをいただきたいなと思っております。よろしくお願

いします。 

【中川（隆）課長】  貴重な意見、ありがとうございます。 

 委員ご指摘のように、深江校下、非常にいろんな取り組みをいただいてます。お礼を申

し上げたいと思います。ありがとうございます。 

 １つは地域担当制ということで、今、このちょうど資料に出しておりますことについて、

本来、区役所の職員、特に昔は区民室というような表現をしていた部署におった職員につ

いては、地域のいろんな課題とか、例えば、簡単に言うたらこの校下がどこにあって、ど

んな地形をしてんねんということも含めて、いろいろなことをやはり知るべきということ

が当然でございますけれども、今はなかなか、この職員がそこまでの地域に関しての知識

なり、意識がまだまだ足りないということが、基本的な課題になっておるんではないかと

いう考え方でございます。 

 簡単に言いますと、風土の醸成と言いますか、区の職員たる者、地域のことをいろいろ

な状況で把握を、いろんなチャンネルでアンテナを広げて情報を取る、これは当然である

よというような根本的な風土を少し時間をかけてきちっとつくってまいりたいというよう

なことでの考えから掲載をしております。 

 現実的には、なかなか全職員が全ての地域の情報を全て把握するというようなことはな

かなか難しいんですけれども、特に我々、役人につきましては人事異動というようなこと

もありまして、長く１つの区にとどまるというのもなかなかありませんので、ただ何年か

で異動する可能性はあるとしても、東成区の職員である以上、東成区のことを、各地域の

ことをよく知って職務を全うしていくんだという考えを何とか植えつけていくというよう

な取り組みのことでございます。 

 もう１つは、地域活動協議会、深江ですとまちづくり活動協議会のことになるんですが、
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非常に、やっぱり慌てたと言いますか、手順を急いだことがございます。 

 特に、今里、深江さんにつきましては、じっくりとモデル地区というような形で、いろ

んな討議を重ねていただいてきたところでございますが、この効果につきましては非常に

手順的に慌てたことで考えていただきました。 

 それでも、いろんな方がいろんなお話をされた中で、地域活動協議会というのが東成区

は１１校下そろったということで、まずは今年の４月にスタートラインに立ったという考

えでおります。 

 その各地域活動協議会に対しましての、東成区役所としての実際のサポートは、じゃ、

こんなんですよというのを確かに、今時点でしっかり見せてきているものが少ないという

ことにつきましては、厳しいご指摘をそのまま真摯に承っておかなければならないなと思

っております。 

 今年から始まりました一括補助金の制度など、今までより少し流動的にお使いをいただ

けるような補助金の制度は、何とかスタートしました。ただ、額の多い少ないというのは、

非常にバランスも悪いというようなご指摘はいただいているという事実もありますし、ま

ず、仕組みを、地域を応援する仕組みを早く機能させていくということで、我々としては

考えております。 

 ただ、例えば予算に関しまして、今この時代に、毎年毎年予算が上がっていくんですよ

というお約束はさすがにできませんので、予算は少なくなっていくであろうと思っていま

す。 

 ただ、長くなって申し訳ありません、予算が少なくなったら、では皆さん、地域活動を

やめますかというふうにもし問うた場合、誰もやめられないと思っています。皆さん、ま

ちが好きで頑張っておられますので、何とか少しでも我々のほうの支援ができる予算をう

まく使っていただけるような仕組みを一生懸命考えてまいりますので、今時点で地域活動

協議会の形に見えるサポートというのは、なかなか実感していただけないと思いますが、

必ずじわじわといろんな効果が出てまいると確信をしておりますので、それまで区役所の

職員もそう思って一緒に皆さんと地域活動、かかわってまいりたいと思っておりますので、

どうかよろしくお願いをいたします。 

 ちょっと答えになっていないかもしれませんが、以上でございます。 

【清水議長】  よろしいですか。どうぞ。 

【中野委員】  どうもありがとうございます。 
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 地域を考えていくということで、形をつくる大阪市で、形を重んじる大阪市ってよくわ

かるんです。これからが大変やと思います。これを達成していただくことに、非常に大き

な努力が要ると思いますことで、ひとつよろしくお願いしたいということと、あてがって

もらうというのはオーケーです。また、地域から発信することに対して、大きく肝に銘じ

て回答をいただくというようなことをお願いしたいなと思いますので、ひとつよろしくお

願いいたしまして、質問にかえさせていただきます。ありがとうございます。 

【清水議長】  ほかに。どうぞ。 

 できたらほかの方、できませんか。やってください、ほんなら。 

【貝本委員】  すいません。ここの経営課題の７番のところなんですけども、高齢者・

障がい者等を地域で支えるという言葉があるんですけども、私、東成赤十字奉仕団災害手

話ボランティア隊の役員をやっているわけですけれども、大阪市内で災害手話ボランティ

ア隊をこしらえて各校下で活動しているというのは東成だけなんです。特性があるという

ことと特性を利用するということも書いておられますんで、これ、区長にちょっとお聞き

したいんですけれども、ろうあ者の情報をそういうボランティア隊に開示するお気持ちが

あるんでしょうかということです。 

 身障者の会にろうあ者の会があるわけですけれども、入っておられる方が少ないんです。

どこまで、何人住んではるかという部分もわかっていないんです、状況として。各校下で

ほんとうはきちっと把握してもらったら一番いいんですけども、それが理想なんですけど

も、ほかの区なんかでも寝たきり老人のリストをつくったり、いろんなことで各連合でど

こまで整合性があるのか、ちょっとわからんのですけども、きちっと把握しておられる区

もありますので、これはできたら、のれんにこういう方が住んでおられるということぐら

い、見せていただいたら、ろうあ者の方は、サイレンが鳴ろうと何が鳴ろうと、テレビが

ついていなかったら全くわからん、文字放送が出なかったら全くわからへん状況なんで、

そこのところを考えていただきたいなと思っております。 

 以上です。 

【森区長】  「おまもりネット事業」に関しては、まず高齢者の方々のことから進めさ

せていただいて、現在、障がい者の方からまた段階が進んでいくようになっております。 

 大変、各校下ごとの、地域活動サポーターを中心にした地域の方々にご努力いただいて

おりまして、まずフェース・トゥ・フェースで顔をつなぎながら、丁寧に、人間対人間の

つながりが必要、それがないといざというときに役立たないということで、そういうとこ
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ろも丁寧にやって進んでいただいております。 

 あと、障がい者の方等の個人情報です。これを活用することに関しましては、ここは一

定、慎重にしなければいけないと思っておりますので、民生委員の方々のお力を借りたり、

区役所の人間が実際に出向いて、この情報を、あなたの個人情報をそういう支援のことに

使ってよろしいでしょうかということも１つ１つ丁寧に進めながら、オッケーが出ればそ

ういう必要な地域の方々につないでいく方法を採る形にしております。 

【貝本委員】  区長さんね、ろうの方は、自分がろうやと詳しく言うことを知られるの

をものすごい嫌われるんです。そこんところをちょっと踏まえて、アタックしていただい

てからそこら辺をやっていただいたらというふうに思います。 

 ちょっと難しい部分もありますけども、できたらせっかく、何年も活用しますんで、東

成区の赤十字奉仕団の参加に災害手話ボランティアがあるわけですから、これを生かして

いただけたらなと思います。 

 以上です。 

【清水議長】  ほかにございませんか。 

 はい、どうぞ。 

【家門委員】  老人会の家門です。 

 先ほどの方とダブると思うんですが、安心して高齢者、障がい者等が地域で暮らせるよ

うにと、これは私、商店街の近くに住んでいるんですが、無法自転車が非常に多いんです。

ですから私、高齢者の人を見かけたら横へ寄って歩きなさいよ、あぶないですよ、真ん中

出たらだめですよと。 

 きのう、たまたま近所にご不幸がありまして、お通夜に寄せてもらおうと思ってベルコ

まで行ったんです。６時回っていました。もう、我が物顔で自転車がびゅんびゅん、走っ

ているんです。 

 それも警察との連携があるから難しいかとは思います。今後、それを取り締まっていた

だきたいと区長さんにお願いしたいという次第でございます。どうぞよろしくお願いしま

す。 

【清水議長】  ちょっと７－１に関しまして、「おまもりネット事業」で、これ、発言、

ありませんか。なかったらおかしいと思うんですが。 

 これ、はい、どうぞ。 

【宮田委員】  すいません、今里ネットワーク委員の宮田です。 
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 先ほど、ちょっとおまもりネット事業のことが出ましたんでお尋ねしたいんですけど、

この様式２の１０ページに書いてありますおまもりネットワーク者数３,０００件、これは

何を基準の３,０００件かということをちょっとお尋ねしたいです。 

 それと、その下に書いてあります撤退基準、おまもりネット登録者数２,０００件を下回

ったときは、事業を再構築する、この再構築はどういう形になるのかをお聞きしたいと思

います。 

【中川（正）課長】  保健福祉課長の中川でございます。お答えいたしたいと思います。 

 まず、目標として３,０００件を設定いたしましたのは、この４月、スタートした時点の

人数が１,８００ぐらいでございまして、それからもうちょっと伸ばして３,０００ぐらい

に何とか到達したいなという思いで設定をしております。特に根拠というのはございませ

ん。こういう思いで設定をしております。 

 撤退基準というのをつくっておりますけれども、１,８００人でスタートしていますので、

２,０００件を下回るようなことがあれば、事業の効果として問題があるかもしれないとい

うことで、事業の中身を見直していきたいということで、具体的な中身を想定しているわ

けではございません。 

 以上でございます。 

【宮田委員】  ありがとうございます。 

 そしたら、どちらもとりあえずという形でとらえたらいいわけですよね。 

【中川（正）課長】  そうです。今の現状で、そういう丸い数字で設定させていただい

ているということでございます。 

【宮田委員】  それに対する福祉活動としての取り組みは、どういうふうな取り組みを

されるわけですか。そこまでやっぱり伸ばしていかなければならないことですよね。２,

０００件を下回ったら撤退をするわけですよね。そしたら、絶対にそれを、私たちも努力

して伸ばしていくわけですけれども、私たち住民だけでできる範囲内でできないところが

あると思うんです。その辺の協力体制は、どうふうに考えてもらっているんかなと、その

ことをちゃんとお答え願いたいです。 

【中川（正）課長】  すいません。 

 まず、事業の中身といたしまして、今年度東成区社会福祉協議会さんとＷＥＬＬ－ＬＩ

ＮＥさんに共同体として受けていただいて、その中で「おまもりネット事業」を活用して、

委託事業をつくっていただくという形で進めていただいております。 
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 その中でつながるのであれば、関係機関との連携もしていただいて、例えば地域包括支

援センターさんでありますとか、そういうところとも連携して進めていただくということ

をやっていただきます。 

 我々としましても、その関係とか連携とか、そういうことに対しては働きかけをして、

地域の中で会議をやったり、ワークショップをやったりするときに参加をさせていただい

て、なるべく地域の中でそういう機運を盛り上げていくとか、連携を進めていくというよ

うなこともとりあえずしていく中で、そういう委託事業も進めていきたいなと思っており

ます。 

 そういう形で進めていけたらと思っております。 

【宮田委員】  ありがとうございます。 

【清水議長】  区長、今のおまもりネットなんですが、来年度もやる気でおるんでしょう

か、これ。 

【森区長】  来年度も載せていただいております。 

【清水議長】  調整中というのは、どういう意味で調整ですか。 

【森区長】  冒頭に、大阪市全体の予算がまだ不確定なものですから、大きい予算のも

のに関しては調整中というふうに載せさせていただいております。 

【清水議長】  これ、去年実際に予算もありましたね。そうでしたよね。 

【森区長】  様式２の前年度までの実績のところに書かせていただいておりますけれど

も、２５年度、今年度の予算は２,３９８万６千円でございます。 

【清水議長】  何かありませんか。 

 はい、どうぞ。 

【松山委員】  東成区商店街連盟連合会の松山と申します。 

 地域力向上について、ちょっとお尋ねしたいんですけれども、今年、地活協への一括補

助金ということでいただきまして、それを割り振りして、今まで地域振興で行ってきた、

盆踊りであるとか、あるいは敬老の集い、もちろんそれだけの補助金では足りないので、

皆さんからいただいた町会費で補ってやっているわけですけれども、地活協になって、そ

れを本物にしようということで、新たな取り組み、例えば東小橋の場合だったら、桜が有

名でございますので、桜祭りにかこつけて、個人の活性化、地域おこしみたいなものもや

ろうとしたときに、その計画書であるとか、予算書とかというものを出しても、おりてく

る予算は増えないわけです。たとえ出して、こういうものに使いたい、こういうふうにし
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たいんです、これで何とか地域をもっともっとよくしたいんですという地域の方々が多く

て、資料でも、ここにはそういう後押ししようという部分なんですけども、予算の関係で

なかなかできない。 

 これに対して、区はどういうふうな対策をされるのか、ちょっとお聞きしたいと思いま

す。 

【中川（隆）課長】  １つは、この様式２のほうの１－１－２という来年取り組みのほ

うで、地域活動協議会に対する新たな担い手づくり支援という項目がございます。この予

算が、まちづくり協議会として新たに発足後、こういうことをいっぺん、取り組んでみよ

うかというような新規企画と言いますか、そういうときに申請をして使っていただける補

助金ということでございます。これは２６年度も、１つの事業に関して上限が２０万円と

いうことで、１つの校下で１回だけということになってはおりますけれども、全くの新た

な事業をされる場合、桜、いいですよね。 

 例えば、「花見、すんねん」というようなことが、地域活動にとって区役所が支援すべき

かどうかというような議論が当然、ありますけれども、あの公園は、私は東小橋地域の資

産といいますか、財産やと思いますので、あの公園を使って地域の人たちと何らかのコミ

ュニケーションを高めましょうとか、高齢者の方に外の空気を味わってもらいましょうと

か、寝たきりの人を引っ張り出しましょうとか、そういうような観点でいろんな事業をつ

くっていかれる。こういう場合は、事業の内容をいろいろご相談をさせていただきますが、

こういう申請を使っていただけると思っております。 

 最初に一括補助金でお渡しする分と、例えばこういう活動費を申請された後にもうちょ

っとないかとなってくると、非常に、そこにつきましては予算でございますので、途中で

もう一度取っていきますということに対しましては難しいのかなと。 

 ただ、例えばそういう地域活動協議会の仕組みを周知していきましょうとか、何とか発

展させていきましょうというようなことで、こんな事業ということがありましたら、ほん

まに手前勝手ですけれども、例えば区役所の職員、地域担当が主体的にとか、我々まちづ

くり担当の職員が一緒にスタッフとしてやってみましょうとか、そういうようなマンパワ

ー的なかかわりも含めてさせていただけたらなと、今は思っております。 

 ただ、お金については追加予算というのは難しいというのが現状でございます。 

【松山委員】  今まで、提出物の場合、地域活動協議会が行うものをちゃんとしたライ

ンに乗せようとしたときに、新たな取り組みをするのが、それが一番早いのと違うかなと
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思ったからですけども、そして、今まで既成の有名なものに乗っかるのか、今、おっしゃ

ったように、いろんなことに活用できる。 

 でも、桜の時期というのは４月の第１週ということで、非常に公のお金を使いづらいと

いうふうなことがあって、助成金を申請するのもいつ何時、そういうふうに役所のほうに

申し出たらいいのかなというので、計画書も細部にわたりちゃんと出せば、役所のほうも

わかっていただけるとは思うんですけれども、時期的なものはいかがでしょうか。 

【中川（隆）課長】  ４月、例えば２日とか３日の事業、これ現実に２５年度、ある校

下で起こっておりまして、４月の２日、３日ぐらいの事業日になりますと、申請が３月中

ということになります。 

 そこに関しましては、申請を前倒しでいただくことは可能です。ですので、２月、３月

の段階からいろんな事業の詳細のご相談をさせていただいて、新年度予算発行後、速やか

に処理をして、事業費を当てはめるということに関しては大丈夫であります。 

 ただ、いろんな準備用予算とかを使われる場合に、これは役人丸出しですけれども、使

われた日付が３月３１日までにお支払いをされてしまいますと、それは新年度予算でお渡

しした補助金を使っていただくことができないということになります。 

 ですので、４月の例えば２日に事業をされる場合に、４月１日、２日に切られた領収書

というのは、今年の決済は可能ですが、３日ほど前に買ってしまったものは、新年度の補

助金には決済ができないという、この会計年度の仕切りだけは動かすことができませんし、

領収書の日付を動かすということもできないと思いますので、そこをご注意をいただけれ

ば、新年度の事業というのは現実的には可能であると考えております。 

【清水議長】  どうもありがとうございました。 

 それでは、様式２の１－１－２を少し勉強させていただいて。 

 何かほかにございませんか。 

 どうぞ。 

【松井委員】  宝栄の松井と申します。よろしくお願いいたします。 

 ７－１－１のところに地域福祉活動サポーターという名前がありますのは、２５年度、

１１校下で設置してくれはりましたけれども、ありがとうございました。 

 ここにつきまして、先ほど話が出ましたけれども、「おまもりネット事業」、これは確か

に数値化がしやすいから、何個できたとかわかりやすいから、こういう努力目標とかとい

う数字が出ていると思うんですけども、その後にある、それ以外でございますが、地域福
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祉活動は、各校下でおのおの行われていると思います。 

 私、これは数値化がしにくいんですけども、各区、各校下、やっていることは同じこと

をあそこでもやっていないか、独自のことをやっているということと思いますので、そう

いうところもやっぱり把握してもらいまして、１１校下全部が全て、すばらしくやっては

ると私は思うんですけど、多分、皆違うことと思います。 

 そういうことも踏まえて、何度も言いますけど、「おまもりネット事業」、これは確かに

何件いうて数値化、できますけども、地域福祉活動というやつは数字にはあらわれません

けれども、毎月、各校下でどれぐらいしているという形のことは、いつもそれぐらいは把

握してもらって、数値化はできないけれども、いかにこの地域福祉活動サポーターの必要

性というものを担保せなあかん、もっと把握してほしいと思います。 

 また、地域の福祉活動サポーター、働きやすいように地域で支えていくつもりですので、

今後ともひとつよろしくお願いしたいと思います。 

【森区長】  ありがとうございます。 

 今、松井さんからございましたこともあります、あと、貝本さんの話にもありますけれ

ども、東成では各地域で福祉関係、それから防災関係ですばらしい活動が地域の方々、お

やりになっている現状がございます。 

 そういうものが、区長として、区全体として情報共有できているところが十分にあるだ

ろうかというところを、区役所としての努力が足りないというふうに認識しております。 

 ここでは、予算の入っているような事業しか書いてございませんけども、来年度以降は、

区の中で各地域さんがやっておられる、地域活動協議会もそうですけども、こういう活動

でいいものがあるじゃないかということを横で共有できるような形のものも、仕組みとし

て入れていきたいと思っておりますので、何とぞ皆様、よろしくお願いいたします。 

【清水議長】  よろしいですか。 

【松井委員】  ありがとうございます。 

 これにつきまして、ネットワーク委員会、活動をいたしまして、何も地域の福祉活動サ

ポーターだけが活動しているのやなしに、この方が中心になることによって、地域の方々、

多数の多くの方の輪に広がりまして、活動していくということもわかってほしいと思いま

すので、つけ加えさせていただきます。 

【清水議長】  何かほかに。 

 どうぞ。 
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【中野委員】  ちょっと話がころっと変わりますけれども、生活保護、住宅保護に関し

て。この基準、受けられる基準というのが、私は早く、５０年代に民生委員をさせていた

だいておって、そのときの事情、審査基準と比較すると、えらく甘くなったやないかとい

うように承っております。 

 我々は、地域が推察するんやないけれども、地域がある程度、審査しながら行政にお願

いをしていったという過程がありました。 

 今現在、その辺も見えないし、また個人情報の保護とか云々とかというようなことで、

多分、そうなったんやないかと思いますけれども、この基準について、１回、聞いてくれ

という人もおったんで、ちょっと答えられるもんなら答えてほしいと思います。よろしく

お願いいたします。 

【大西課長】  生活支援担当課長の大西です。座って説明させていただきます。 

 今、中野委員からのご指摘で、生活保護を受ける基準を甘くなったん違うかというよう

なご指摘かなと思うんですが、ただ、実際のところ、特にこの生活保護の制度自身が変わ

ったわけでは全くございません。昭和２５年度から延々と不変の制度になっておるわけで

ございます。 

 ただ、特に昨今でいいますと、リーマンショック以降、非常に新規に申請される方が増

えてきた、と言いますのは、昨今の経済情勢に伴いまして、働きたくても働くところがな

いということでの申請が増えてきたということです。 

 といいますと、病気でもなく、障がいもない、いわゆる阻害理由のない方の申請が増え

てきたので、健常な人が生活保護を受けておるという、状況を見ますとどうしても、なん

でああいう健康な人が生活保護を受けているんだということでの、見た目とか、甘くして

いるん違うかみたいなご指摘もあろうかと思うんですけども、ただ、それに対しましては

我々は、当然ながら、そういう働ける人には働いていただくということで、就労指導です

か、それも実施させていただきまして、もし就職活動をきちんとしない人に対しましては

手続を踏むんですけれども、最終的には新規申請の場合でも却下する場合もございますし、

生活保護を受けておられる方については、最終的には保護の廃止なりというふうなことで

やる場合もございます。 

 一応、先ほどのご質問に対しましては、一応、甘くなったということはないということ

でご理解いただきたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

【清水議長】  はい、どうぞ。 
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【中野委員】  ありがとうございました。 

【梅本委員】  すいません、公募委員でなりました梅本といいます。 

 初めてで、どういうことを言ったらいいか、ちょっとよくわからないで、今、聞いてい

たらいろいろご意見、出ていますので、ちょっと私、見て疑問に思ったことというのは、

地域経営とか、経営戦略とか、そういう経営という言葉がほんとうに行政に合うんかなと

いう。 

 ほんで、ここは経営課題ということで地域力とか、東成の特徴というのを生かしてやる

って書いてあるけども、東成というのはやっぱり中小企業のまちです。その中小企業に対

する支援なんかは、大阪市がやるのか、区役所は何もないんか。 

 商店街でもシャッター通りで、ほんとうに大阪市全体から見たら、阿倍野の高い建物あ

ります。北には。あそこ、そういうのがほんとうに地域のこういう東成のまちのこういう

商店というのをつぶしていっているん違うかなと私、思うんですけども。 

 それに対する援助というんですか、そういうのは、この２億何ぼやったかな、それぐら

いにはできないと思いますので、やっぱり大阪市に対して、もっと地域の商業を守る援助

というのか、要請していただきたいと思いますし、防災の部分でもある、聞いたら、何か

消耗品代とか本代とか、時代的な防災にならないんじゃないかなと思うんです。やっぱり、

想定外のことって起きますし、今年の９月にすごい雨が降りました。あれは地下鉄に入り

込んだらどないなるんかということもあります。 

 それに対して、地下鉄の防水扉を早く、東成というたら、地下鉄今里とかありますので、

そういう要求というんか、２億、区役所だけでできないものはどんどん要求していただく

ということも、この場で言っていいんですよね。そういうことをしていただきたいなと。 

 言葉がほんとうに経営ということで、すごく合わない。もうちょっと、経営じゃないん

やと。経営というたら金もうけですよね。行政が金もうけをしてほしくはありませんので。 

 以上です。ちょっと場違いな発言かもわかりませんが、よろしく。 

【清水議長】  ありがとうございます。 

【森区長】  ご意見ありがとうございます。 

 本日、ご説明させていただいているものというのは、区長自由経費といいまして、わか

りやすく言うと、区役所に来ている財布の中で施策というのをご説明させていただいてお

ります。 

 今、梅本委員からございましたようなところは、私ども区長は、区長という位置づけと、
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あとシティマネジャーという名前も持っておりまして、そちらのほうは、市全体として局

が扱っている事業についても検討、意見を言える立場になってございます。ですから、区

役所の予算で持っていない、例えば中小企業の支援ですとか、商業の支援ですということ

も、局で持っているものもございますので、そちらのほうに区長兼区シティマネジャーと

して今日、お伺いしたような意見を入れてまいりたいと思っております。 

 それから、区役所の中では、若干になってしまいますけれども、中小企業の支援という

ことで、活性化ということで、つい先ほども先日、ものづくりフェスタというのがこの場

所でございましたけども、毎年、東成区と生野区さんの中小企業の方々がご努力なさって

いるのをご支援させていただいて、フェスタを開催させていただいたりしております。 

 それから、文言のことでございますけども、前回の第１回の、今年度の区政会議の戦略

という言葉でどうなんだろうというご意見をいただきました。 

 あと、経営という言葉でございますけども、確かに経営と一般的に文言がありますと、

お金もうけというところがあるわけですけども、ちょっと私の、これは私見でございます

けれども、私の場合はちょっと違う捉え方をしております。 

 以前は、私も経営というと金もうけばかりしてという世界じゃないかと思っていて、疑

問に思っていたところがありますけども、ある機会があって、松原泰道さんというお坊さ

んの講演を聞いたときに、経営という言葉は、平安時代、子どもが小さいときに預ける風

習があって、そのとき預ける側が預け先に対して、「私の子どもの経営をよろしくお願いし

ます」と書いていたんだよと教えていただいたんです。つまり、子どもを育てる、育て成

長させるということをよろしくという言葉で経営という言い方をしていたとお聞きしてい

ますので、ここで、市全体として経営、経営という言い方を使っておりますけども、東成

区の場合には、私の思いの中でございますけども、経営と使わせていただく中では、地域

の方々、区関係が育まれて育っていくという意味合いで使わせていただいているようなと

ころがございます。 

 これは、あくまでも私見でございますけれども、そう思っております。 

【清水議長】  よろしいか。 

【梅本委員】  いや、よろしくはない。 

【清水議長】  ４－１で何かございませんか。 

 はい、どうぞ。 

【辻委員】  私も公募委員として、これから区政に少しでも役に立ちたいと思いまして、
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当選させていただきましてありがとうございます。 

 まず、初めてこういう場所に出てきまして、私は区長の問題を議事録に残していただき

たい。処分の問題でお話がありましたけれども、区民は決して許していないと。そういう

ことがあります、まちに行きましたらね。ですから、この問題をここで蒸し返しても、も

っと処分を強くせいとかそういうことを言っているわけではないんですが、区民の１人と

しては、こういう問題をしっかりと押さえておいていただいて、今後の実績、今後の行政

の中で、区長がどのようなお仕事をされるのかということはしっかりと見ていきたいと思

います。 

 それと、３日ぐらい前にこの資料が送られてきまして、それ以前にまいりまして、目も

通しましたけれども、やはり、役所言葉というのは難しくて、なかなかわかったのは数字

を見て、こんなに減らされているわ、こんなにこの部署の予算が減らされているわという

ようなことは線を引きながらいろいろと見ておりましたけれども、今後、この問題は、私

ら区政委員としては、年に２回、会合をすると。その間、６回は各部会の中で、部会に分

かれて会議をするということになっていました、ご報告の中で。間違いないでしょうか。

各３つの部会がありまして……。 

【中浦課長】  全体会につきましては、基本的な考え方としまして、先ほど、サイクル

のほう、申し上げましたとおり、７月ごろ、今年は８月に実現をしたんですけれども、前

年度の振り返りということで全体会を開催していく考えをしております。 

 もう１つ、今日本日お集まりいただいている会合でございますけれども、これが次年度、

来年度の予算なり、運営方針について全体会議の場で実施をしてまいりたいと考えており

ます。 

 部会につきましては、後ほどまたご説明をさせていただきたいと考えておりますけども、

そのあたりはその部会の特性に合わせた形で、随時、開催をしていくというような形を考

えてございます。 

 部会につきましては、後でご説明させていただきたいと思っております。 

【辻委員】  それでしたら、これにつきましては、区政委員としては議論をする場所が

ないわけですね。１つ１つの問題について。 

 例えば今、「おまもりネット」の問題とか、いろいろ意見はありましたが。 

【中浦課長】  この場で、ここに記載されていることにつきましては、ご議論いただい

て結構でございます。 
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【辻委員】  ４時半が締め切りということで、この全ページについてやっておりますと。

私だけで時間を取れないと。 

【中浦課長】  大変恐縮でございます。 

 ほんとうにご指摘のとおり、役所言葉が非常に多くて、それもぎりぎり、間際にしか皆

様のお手元にお配りできなかった。これについて、大変申し訳ないとは思います。 

 ただ、大阪市の中での予算の配分でありますとか、そういったところが今現在も見えて

いないところがあるという状況の中で、ちょっと開催をさせていただく。いわゆる企画段

階で皆様のご意見をいただくということで、ここは開催をさせていただいておりますので、

よろしくご了承いただければと思っております。 

【辻委員】  わかりました。 

 それでしたら、各文言については意見は申し上げませんけれども、私はやっぱり、東成

区が住んでよかったというまちにするために、何が大事かと言うと、やっぱり区役所の力

が大きいと思うんです。区の職員の皆さんが、ここの中で書かれていますように、そうい

う目標とするまちと、目標はとってもいいことを書いてありますし、それを支えて実現す

ることに喜びを感じる職員であってほしいと。 

 これは決して、上から目線でものを言ってもらったら困るんです。ですから、そういう

のではなしに、今、大阪市役所の中でも、各役所の中でも大変な問題があります、それぞ

れのバッシングとか。そういうことが東成区でないように、職員がきちっと区民に向けて

行政に携わっていただきたいということをお願いをしておきたいと思います。 

【清水議長】  ほかに意見、ないですか。 

 どうぞ。 

【西村委員】  中道の西村でございます。 

 今からお聞きするのは、この場でする話かどうか、ちょっとわからないんですが、幼稚

園のことでちょっとお話ししたいんですが、地域の方で、よそから越してこられて幼稚園

に途中入園したいという方がおられまして、ところが定員がいっぱいなので入れませんと

断られたという事例がございました。 

 そんな中で何カ所か、来年度、東成区の幼稚園が閉鎖されると聞いております。その現

状と今後のこと、どういうふうに考えておられるのか。また保育所との絡みです。働きた

くても保育所がいっぱいなので、やむを得ず幼稚園へ入れて働けないという方もたくさん

おられると聞き及んでおります。そのことについても、お話をお聞きしたいと思います。 
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【森区長】  幼稚園につきましては、今、大阪市全体で民営化ということが進んでおり

ます。 

 民営化する意味はいろいろございますけども、１つは、民営化とあと数を縮小していく

ということが進んでまいります。 

 １つ、数の部分というのは、やはり少子化が進んで、子どもの人数が多かった時代の数

のままで維持されているので、その数を適正化していく必要があるだろうということでご

ざいます。 

 東成区の場合には、まず大阪市全体で、８月７日※、第１期計画案というのが発表され

ました。東成区の場合には、中本幼稚園がまず廃園になる、第１期のときに廃園になると

いう案で発表されております。それが２７年の４月の募集から停止をしていくという廃止

案になっています。以降、他の幼稚園については、まだ計画案としてはこれからでござい

ます。 

 保育所に関しましては、現在、大阪市全体として待機児童を減らすことを抜本的に考え

ていかなきゃいけないということで、対処を始めているところですけれども、東成区に関

しましては、今年度は待機児童ゼロというところまでは持っていけた次第でございます。

ただ、それでも働きながらお子さんを育てるということがかなっているような状況という

のを、まだまだつくっていかなきゃいけないということがありますので、一番、待機児童

問題で全国的に有名になったのが、横浜市の例がございますけれども、今、横浜市のやっ

ている内容というのはどういうことがあるんだということも、区長会とこども青少年局の

ほうで洗ったりしながら、施策をまた、どういうことがいいだろうということをやってい

る最中でございます。 

【清水議長】  マイクを持ってきてください。 

【篠﨑委員】  公募の篠﨑と申します。 

 前回より今回のほうが、人数も増えて、それぞれ一線で活躍されている方が多く参加さ

れていますので、それこそ中身の濃い発言がされていると思うんですけれども、今度は３

つの部会に分けていろいろ検討されるということなので、そこでもっと中身の濃い検討を

していただいて、全体会議をするという形にしないと、ちょっと何か、それぞれが意見を

言うだけに終わってしまうと思いますので、３つの部会をする意味がなくなると思うので、

そういうのを力を入れてほしいなと思います。 

                             
※ 市立幼稚園民営化計画（案）の発表は平成25年8月8日です。 
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【清水議長】  今のはどうですか。 

【森区長】  部会に関しては、後で時間を取ってそこで申し上げようと思ったんですけ

ど、続いてご意見があったので、今この場でお話しさせていただきます。 

 おっしゃるように、全体会議、この人数でございますので、全体会議というのがなかな

か活発な議論を、ご意見をお伺いする時間が取れないというふうに認識しております。 

 また、今回もそうですけども、これは区役所が立案したものに対してご意見をいただい

たり、それから実行した施策についてどうだったかという評価をいただいたりすることが、

全体会議というのは主になるんだと思っています。 

 区政会議というのは、冒頭申し上げましたように、そもそも施策の立案段階から意見を

把握して、適宜、これを反映するためのものでございます。 

 各種、各全国の自治体は、もう課題を見つけるところからご意見、こんな課題があるん

だよというところを、ありますよということなどから、区民さん、市民さんの意見を聞か

せていただいて、それを吸い上げながら施策を考えていくというプロセスになってきてい

るわけですけれども、大阪市東成区でもそういう形にぜひさせていただきたいと思ってお

りますので、部会のほうは、少ない委員様でテーマごとになっていただけますので、そち

らのほうでテーマごとに、こんな課題が、東成の中にはこのテーマについてはありますよ

とか、これについてはじゃ、その課題についてはこういうふうにやっていったら、解決策

はあるんではないかというご意見をいただいたり、そういうことをして、それで施策を区

役所のほうがつくっていく。そういうプロセスに、部会をぜひ、生かさせていただきたい

と思っております。 

 部会の開催スケジュールのことにも、ちょっとお話を及んでさせていただきますけれど

も、別紙の２のほうの、先ほど矢印の入ったスケジュール感が書いてあるのがございます

けども、おっしゃるように全体会議というのは年の２回、入ってございます。今やってい

る時期の１０月というのが、来年度、こんな立案をしましたのでどうでしょうか、区役所

としては施策の立案をしましたのでどうでしょうかというご意見を伺っていて、左側の前

年度運営方針の、７月ぐらいに全体会議のあるというのは、これは前年度の振り返りをさ

せていただくということでございますけども、部会はこれとの間に、もっと細かいテーマ

ごとということで、先ほど申し上げたようなことをいろいろご意見等をお伺いさせていた

だきたいなと考えております。 

 部会のほうは、３つの部会がございますけども、別紙２の１ページ目の下のほうを見て
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いただきますと、にぎわい・きずな部会、こちらのほうは活力ある地域づくりや、安全・

安心や地域防災力などに関することをテーマにさせていただいております。 

 子ども・教育部会は地域と学校と区役所の関係づくりですとか、それから子育て、あと

青少年育成等に関することをテーマとさせていただきたいと思っております。 

 保健福祉部会に関しましては、健康づくり、高齢者・障がい者等に対する見守りや、地

域福祉等々に関することをテーマにさせていただきたいと思います。 

 こういう、それぞれの部会に、次のページをめくっていただきますと、区政会議の体制

図がございますけど、まず各種団体さんはこのカテゴリーに、それぞれ団体さんはこの３

つに入っていただきたいと。そのほか、地域活動協議会、それから公募の５名様につきま

しては、この３つの部会から一応、一定、人数的にバランスのよい配置をさせていただき

たいと思いますけども、ご希望を聞いて、この３つの部会に入っていただいて、年間幾度

か、まだ次の部会をいつにするかというのは今後、調整させていただいておりますけれど

も、部会を開催させていただきたいと思っております。 

 部会の中で、部会には私は全部出させていただきます。もちろん出させていただきます

し、部会の中で、ある部会が活発化して、毎月やるよとなったら、それもありがたいかな

と思っておりますので、よろしくお願いしたいと思っております。 

【清水議長】  何か。 

【増田委員】  公募委員の増田です。 

 １点、２点についてちょっとお尋ねしたいかなということなんですけども、まず、この

様式２の１０ページですか。 

 おまもりネットとの絡みじゃないかなと思うんですけれども、経営課題のほうで４つ目

の段落のところにあります。ふれあい食事サービスというのがあります。これは実際、う

ちの母親も東成に住んでいまして、独り住まいなんです。９１歳になりまして、非常にこ

れを楽しみにしています。 

 これは、今現在は週にいっぺんしかないんですけど、それ以前には２回あったというこ

とです。僕、これ、非常にええ施策やなと思っていたんです。それが減らされたというこ

とで、何や高齢者の多いまち東成区、非常に大きな特徴やということで前に述べられてい

ますけれども、そこのところで、高齢者が楽しみにしている、そういう介護サービス、福

祉サービスにつながっていくとは思うんですけれども、それを減らしていくというのは何

でやろうなというのが、率直な意見なんです。 
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 それは確かに、予算が限られて、予算もどういうふうに配分して使うのかということは、

非常に難しいことやと思うんですけど、大阪市民として、何十年も大阪市で働き、生活し

てきた人、その人らは、全然、僕らは成長させてもうたけど、その中で、だんだん年いけ

ばなくなる話。自分自身の食べるものを炊事することもだんだん、難しくなっていくちゅ

うのも実際そうです。 

 今でもデイサービスに週３、入っています。週３回は、昼はデイサービスで食事、あり

ますよと。また、幸いにも９０過ぎてますけども、自分の食事なんかは自分でできるよと

いう状況なんですけども、それでも週にいっぺんのお弁当を楽しみにしてはる。また、そ

れを支えてくれてはる地域の人というのが、非常に大きな力を発揮しているんです。 

 やっぱりそこに対して、何ぼこれだけ金かかるんやと、逆に言いたいですけどね。 

 僕らもこの間、ずっと大阪市に対して市民税も払ってきたし、そういうなのでは、そう

いう不満、ほんとうに必要としている人のところへ、温かい手を差し伸べるというのが行

政じゃないかなというふうに思うんです。 

 そういう意味では、ほんと、こういうのんを、生活に密着して、そういう予算というの

は減らさんでやってほしい。区長さんの権限でできるものならね。ぜひ、増額をお願いし

たい。１回を２回に戻していただきたいというのが、僕の率直な意見なんです。 

 よろしくお願いします。 

【森区長】  このおまもりネット事業を核にしたという予算は、２,３９０万円取ってお

ります。区の中の予算を申し上げますと、２億４,５００万、今年度ございますけれども、

区役所の管理、建物の管理、区民センターの指定管理を抜かしますと、それが１億４,００

０万以上かかっていますので、２億１,５００万円のうち、実質的に区が全く自由になる予

算というのは７千数百万円です。そのうちのおまもりネット事業２,３９０万ですので、３

分の１を投入させていただいているのが現実でございます。 

 きれいなことを、調子のいいことを言ってもあれですので、これで一方、見ていただく

と、もちろん、私の中では高齢者・障がい者等の福祉、セーフティネットがまず、基盤と

して重要であると認識しておりますので、それだけの予算を取っておるわけですけれども、

一方で、この様式の中に入っている、例えば子育て関係の予算というのが、もう何十万と

いうところしか取れていないのが実際なんです。だから、非常に苦しいところでございま

す。 

 行政の予算というのは、さらに削減されている方向性を持っていると私は思っています。
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だんだん、だんだん、これがもっともっと増えているということは、想定されないと思っ

ておりますので、このふれあい食事サービスというのも、これからまた増やしていくとい

うのは大変難しいと考えております。 

 逆に、減らさざるを得ないかもしれないというようなことも想定としてあるかもしれな

いと思っている次第でございます。率直なところを申し上げると、そういうところでござ

います。 

【清水議長】  今、月１回、２回ですか。おかしいな。週２回ですか。今まで、週２回

やっていたらね。これ、全部、まだ週１回はええほうです。 

 と言いますのは、東成区、見ましたら、月に１回とか、月に２回とかあるんです。だか

ら、週に２回言うたら、一番トップやったんです。東中本だと思います。もう最初からや

っていただいて、一番、古いですが。 

 それが、大阪市のほうから言うてきまして、週１回だけにしてくれという話がありまし

て、僕らが反対したんですけど、何しろ今の市長はものがわかりません。言うて悪いけど。

こんなん言うたらいけませんけどね。 

 だから、区長が市に言うても話になりません。そのくせに、区長に権限を与えたいうて

ね。 

 これ、悪いのは大阪市政やと思います、私。ほんまに、東大阪の人が見はって、うちら、

隣が布施です、東大阪ね。大阪市の人、ええなあ、食事サービスもあってなとか言うては

りまんねん。向こう、ないんですけどね。 

 それ、やっていたやつをやめるんです。 

 何言うたらね、こんなこと言うてええんかな、どうか知らんけど。 

 ４政令都市、ありますね。それに合わせたらええと思うてる。せやないんです。大阪市

はそれ以上、進歩しています。それを４大都市で話すから間違いが起こります。ほんまで

すよ、これ。だから、サービスがだんだん落ちてくるんです。 

 先行投資ね、大阪市がこういう先行投資をしまして、先、やらなあかんわけです、何で

もね。 

 大阪市が水洗便所、できましたね。あれ、日本一早かったんです。大阪市は社債を出し

てやったんです。そういうことをするのが大阪市の行政なんです。 

 それをだんだん、だんだん減らしているのが今の行政です、言うて悪いけど。ほんまで

すよ、これ。 
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 区長さんが市長から任命された区長やから言いませんけど、せやけど、この意見は大阪

市のほうへ反映させてもらいたいと思います。 

 もう言うのはいつでも、これ、待機児童がないようにというようになっていますけど、

これも建物が限定されているでしょう。そこに入れと言っても無理なんです。新しく建て

るか言うたらだめでしょう。金がないから。だから今の建物を利用してやっていく。 

 で、中本はつぶすという話で、そこへ行ったらいいんですよ、皆。そういうふうに考え

ていかなあかんと思います。最前、辻さんから発言がありましたけど、そう思いませんか。 

【辻委員】  全くそう思います。あいているところを……。 

【清水議長】  要らんこと言うてすみません、時間もないところを、迫ってきましたん

で何かほか。発言あったら、何回でも。ありますか。 

 はい、どうぞ。 

【桑田委員】  ここの区分の中には入らないかと思うんですけども、昨年度もちょっと

お願いしたと思うんです。 

 私、コンサルタントという名前があまり好きでないというか、そこに疑問を持っている

んですけども、最近そう言えば、ちょっと怪しげなコンサルタントさんの顔を見ないなと

思っているわけですけども、区役所さんのほうからコンサルタントさんに対して、どのぐ

らいのお金を払っているのか。その辺をもう少し、その料金を皆、ここに集まっているよ

うな方々に使う、あるいは各種団体で使うとすれば、もう少し、もっといいものができる

んではないかという考え方を持っておると思うんですけども、そのコンサルタント業に対

する費用というものを、ちょっと一度、洗い出していただいて、それの使い方というもの

を考えていただきたいなと思っております。 

 すいません、東成工業会の桑田です。 

【清水議長】  いかがですか。 

【森区長】  私自身が区長になる前の東成の区政会議の議事録を読ませていただいたと

きにも、コンサルタント料金の話が出ていたのを拝見しておりまして、実際、区長になっ

てみて、そのコンサルタント料というのがどれほどまた使われるようになっているかとい

うのを気にしておりました。 

 現在では、かなり、ほとんど使うような形はないです。新たに使うということよりも、

今までやってきた事業のコーディネーター役みたいなことで、必要な部分でコンサルタン

トというか、そういう方に入っていただいて、地域の方々のつなぎ役として活躍していた
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だくような部分だけに減らされていると思います。 

 ただもう１度、桑田委員によりご指摘があったように、費用全体としてどのぐらいにな

っているかというのは、１回、合算して全体に対してのパーセンテージがどうなのかとい

うのは精査させていただきたいと思います。 

 貴重な意見、ありがとうございます。 

【清水議長】  何か意見、最後、ございませんか。 

 どうぞ。 

【梅本委員】  意見じゃないけど。 

 部会の説明というの、詳しくしますというのがあったんですが、今後のスケジュールの

予定を見させていただいて、１１月に運営の方針素案というのを公表すると。１２月に市

長ヒアリングがあって、運営方針最終案提出ということになっているんですけども、この

区政会議みたいな年２回で、全体的に言うたら今日が、ほんで次は７月。部会についてい

つやるんかわかりませんが、この時期に集中しないと、この運営方針とかに１つも、区民

の意見というのが、今日だけでは全部網羅していないので、部会というのはこの時期に、

言うたら予算が決まる、市長ヒアリングがあるときまでに、本来的にはせなあかんのと違

うかなと思うんです。 

 市長ヒアリングが１月下旬に終わってしまったら、もう何もいうことないですよね。そ

ういう意味で、ちょっとスケジュールについて、ほんで、３部会について詳しく説明があ

る前に、意見、言わさせてもらいました。 

【清水議長】  もうこれで、説明したと。さっき説明してくれはったけど、わかりにく

い感じやから、もう少し具体的に。 

【森区長】  梅本委員のご指摘のとおりで、今、やっている形の今回、区政会議の全体

会議、今やらせていただいているのは先ほど申しましたのも、ある程度、立案されて、区

役所が来年度、立案したものという形でそれでご意見をいただいて、タイムスケジュール

を見ていただいても来月の１５日には、１回、運営方針素案及び予算事業一覧として公表

していくというそういう段階を踏むというところになってしまっているわけでございます。 

 本来は、区民様の意見を、先ほど申し上げました課題、こんな課題があるのだとか、そ

こからいろいろお伺いさせていただいたことを元にして、立案していくという段取りが筋

だと思っております。 

 ですので、今回はこういう区政会議、初めてこういう形ができ上がっているように、大
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阪市の中で変わって、これからなっていくわけですけれども、今後、この流れの中で、来

年度の次の、区役所、市役所の計画の立て方のスケジュールなんですけども、今、この時

点で立てている施策というのが、運営方針というのが、来年度、４月から再来年度の３月

まで、それで一定、決められていて、それで運営されていくというのが、役所のやり方な

んです。それは、税金を使っているものですから、市会の区民様、市民様の選挙で付託を

受けている市議会というのに審議もかけさせていただいて、そこで認めていただくという

ことのプロセスも踏ませていただく必要がありますし、そこで審議されて決定されたもの

は、そこから勝手に区役所の者が、こういうふうに使いたいから使い方を変えるというの

も、これは許されざることでございますので、そういうスケジュールにまずなっているん

です。 

 これから部会でやらせていただきたいことというのは、現状、今、決まっている予算の

中で、施策の中でもっとこういうふうな工夫の仕方があるんじゃないかというところのご

意見がもしあれば、そこを生かしていくことですとか、予算がかかっていないものに、区

役所のやり方、こういうふうにもっと工夫できるところがあるんじゃないかということが、

それは速攻で、即時できることがあったら生かしていきますし、生かさせていただきたい

と思っていますし、それから今度は、来年度の今の時期にまた、再来年度、２７年度の施

策、予算と運営方針を決めていくんですけども、それに向けて以降、どんな課題でどんな

ふうなことがあればというのは、今度の段階ではそういうふうに部会の中でお伺いさせて

いただきたいと思っております。 

【清水議長】  この区政会議はあるでしょう。この区政会議、これ、我々、採決権がな

いんです、この会は。だから骨抜きの会。僕から言わすとね。 

 実際、役所からこういうように立てました、この予算でどうですかと。これは出てくる

わけです。で、我々はそれをもって、いや、こっちの案よりもこうこうのほうがいいです

よというて、言うても最終、決めるのは区長なんです。 

 だからほんまに、この会が生きているか、死んでいるか言うたら、私は死んだ会だと思

います、僕から言わすとね。採決権、あれへんのやから、何言うたって。最後にね、あん

たの言うこと、あきまへんって蹴るわけじゃないんです。議会じゃないですからね。 

 そやから、何の権限でやっているのか、実際、私が議長になっても、以前も、何遍も言

うています。こんな会、あってもなかってもしゃあないと。そんな市のほうの条例をつく

ってやっているわけです。そうでしょう。そのために我々はやっているだけやねんから。 
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 区長さんがこうこうしました、こうこうでいかがですか。我々はこうですよって。よう

考えてやりまっさと。せやけど、わし、こう思うねんって、それでしまいでんがな。反駁

もできへん。 

 だから、こんな、やってますけども、僕はばからしくてね、いや、ほんま。 

 採決権がないんですよ。だからええか、悪いかだけ決めるようなもんです、極端に言う

たら。 

 だから、我々に採決権があって、区長、あかんでと、みんなに聞いてください、採決し

て負けました、区長、だめですと、これやったらええんですけど何もあれへん。 

 だからほんま、意見を聞いて、区長が採り上げて、ほんでこれはええなと思うたらやり

ましょうかと、こういうことなんです。 

 そうでしょう。 

 そういうような会なんです。ですから、そういうような自覚を持っていただきまして、

悪いですが。出席したってください。 

 今日は、いつもと違って、ほんまに意見が多うございまして、前回から見ましたらええ

意見が出ていると思うんです。 

 そういうことを区長、よく考えていただきまして、反映させてください。 

 時間も来ていますので。 

【辻委員】  ちょっと一言。 

【清水議長】  一言、最後にね。 

【辻委員】  最後にね。 

 私はあきらめておりませんで、この間、タウンミーティングというので出させていただ

きまして、区長と直接話ができる。当時、宮田さんと２人しかいなくて、３人でタウンミ

ーティングして。職員の方ばっかりで、これではやっぱりあかんと思うんです。 

 やっぱり各、我々委員でもいいですし、町会の役員さんでも、やっぱりもっと日常的に、

区長に物申すような場を設けてくださっているわけですから、へりくだっているわけじゃ

ありませんけど、そういう機会を大事にしながら、やっぱり意見を言ってこないといけな

いと思うんです。 

 ですから、３人でタウンミーティング、７０パーセントせいいうたら、こんなん書かれ

ていたら、これ、自由やろうと思うんです。ですからそれは、参加をしないというほうに

問題があって、主催をするという側に問題があるわけではないと思うんです。広報活動は
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もっとやっていただきたいと思うんですけれども、大いに参加をして、意見を言っていく

ということが我々の責務じゃないかなと思うんです。 

【清水議長】  ありがとうございます。 

 というわけで、一応、本日のこの会議は閉会したいと思いますが、何かありますか、そ

っちのほうで。 

【與那課長】  清水議長をはじめ、委員の皆様方には、ほんとうにスムーズな議事進行

をありがとうございました。 

 限られた時間枠の中で、ほんとうに各方面からいろんな項目にわたりましていただいた

非常によいご指摘、ご意見、これについては、先ほど議長からはちょっと厳しいご意見が

ありましたけれども、議決権はないにしましても、皆様方からほんとうにいただいた貴重

なご意見というのは、必ず区政運営には反映してまいりたいというふうに、当然、区長も

思っておりますところでありますので、その辺につきましては、今後ともどうぞよろしく

お願いしたいと思います。 

 議長の采配で、流れで部会の説明というのは今、させていただきました。つきましては、

その部会の手続の関係を、簡単に中浦のほうから説明をさせていただきますので、あとし

ばらく、よろしくお願いします。 

【中浦課長】  すいません、それでは先ほど区長のほうからもございましたけれども、

３部会を今後、設定して、部会のテーマごとに部会を開催してまいりたいと考えておりま

す。 

 お手元の資料２の裏側をご覧いただきたいんですけれども、にぎわい・きずな部会、子

ども・教育部会、保健福祉部会という形で設定していきたいと考えてございます。 

 既に、各種団体様につきましては、この矢印のとおり入っていただくことにさせていた

だいておりますけれども、今決まっておりません各校下の地域活動協議会さんから選出い

ただいている、２名かける１１校下で２２名の方及び公募で入っていただいております５

名の方につきましては、お手元のほうにこういった資料、封筒を置かせていただいている

と思います。これを中開けていただければ、希望調査票というのが入ってございます。 

 この調査票、第１希望から第３希望という形で、アンケート調査というような形でさせ

ていただいておりますので、もし可能であれば、本日、書いていただけるのであれば回収

させていただきますが、ちょっと考えたいという方におかれましては、中にも返信用封筒

が入ってございますので、この１１月１２日までに到着するようにご返信のほうをお願い
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したいと思っております。 

 部会につきましては、基本的には部会、１５名程度ということで、前後するかもしれま

せんが、希望をお聞きしまして、部会のほうに割り振りという形でさせていただきますが、

ご希望に、第１希望に添えない場合もございます。こちらのほうにつきましては、最終的

には区長の判断ということで、部会のほう、決めさせていただきたいと思いますので、何

とぞご了解のほどをお願いしたいと思います。 

 本日は、ほんとうにありがとうございました。よろしくお願いいたします。 

【與那課長】  以上をもちまして、議事、議案についてはその他も含めて終わることが

できました。 

 それでは、最後に区長から簡単に、本日、お話合いをいただきました内容を踏まえまし

て、ご挨拶を申し上げますのでよろしくお願いいたします。 

【森区長】  委員の皆様、長時間にわたり、活発なご意見をほんとうにありがとうござ

いました。貴重なご意見、数多く、ほんとうにありがたく思います。 

 冒頭、申し上げましたが、大阪市の財政状況は非常に厳しい状況になっております。２

兆８,０００億円の借金があって、赤ちゃんからお年寄りまで１人１１０何万円の借金があ

る状況でございます。 

 その中で、通常収支で５００億円というのが年々、年々、積み重なっていってしまった

らどうなってしまうんだということを、最も命題にしながら今、我々は市政改革というこ

とで、次世代にそういう負担を、また送らないように、しかし一方で、少子高齢化社会で

必要となっている福祉、特に福祉関係については細かく、より多く必要になっているとい

う、この厳しい財政と公共的なセーフティネットがより一層、必要になってくる、相反す

るような命題をいかに解決して持続可能にしていくのかということを、非常に考えている

ところでございます。 

 その考える途上で、地域の方々、区民様に、今までとは違うやり方ということが急激に

降りかかったりして、非常にお気持ち的にもご迷惑をかけたり、実際の活動でもつらいと

ころを強いてしまうようなことになっておると思います。ここはほんとうに、申し訳ない

と思っております。申し訳ないとお詫びしたいところでございます。 

 あと、ご意見の中で、一体、じゃ、ここに書いてあることを区役所の誰がやってくれる

のかどうかとか、そういうのが見えないこともご意見からいただきましたが、全くそのと

おりだと思います。区役所のほうでも、これはちょっと泣き言のように聞こえてしまいま
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すかもしれませんけども、職員の数も年々減っておりまして、東成、１６０人、生活支援

を抜かすと９０人を切ろうとする職員になりました。少ない予算で少ない人員、職員の中

で、いかに地域の方々とのパイプを大切にしながらやっていくのかということをも、試行

錯誤している状況でございますので、その点、試行錯誤状態ということで今までとちょっ

と違うよというところで、何かおかしくないかというとこに、地域の方々、区民様にご不

安を与えているところもございますと思います。 

 ここも、どうにかこれから、職員とともに、地域の方々、区民様のお声を聞きながら、

どんな体制づくりをこれからまた、これからつくっていくのがいいのかということも考え

ていきたい、ご意見を聞きながらいきたいと思っております。 

 今後とも、職員ともども、東成のために頑張ってまいりたいと思っておりますので、こ

れから区政会議、部会も開かせていただいていろいろなご意見をお聞かせいただいてまい

って、それを生かしてまいりたいと思っていますので、何とぞよろしくお願いしたいと思

います。 

 簡単でございますけれども、閉会にあたりましてご挨拶をさせていただきます。 

 本日は、ほんとうに長い間時間、ありがとうございました。これからもよろしくお願い

いたします。（拍手） 

【與那課長】  ありがとうございました。 

 ほんとうに長時間にわたり、最後までのご参画をいただきましたこと、ありがとうござ

います。心からお礼を申し上げます。 

 本日の内容につきましては、後日、東成区のホームページで公開をいたします。またそ

れをご覧になっていただきたいと思っております。 

 本日は、大変お疲れさまでございました。ほんとうにありがとうございました。お気を

つけてお帰りください。ありがとうございました。 

―― 了 ―― 

 


